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序  文 
 
 近年中国では、洪水・干ばつ等が増加していますが、中国の気象変化、気象現象は日本

を含む東アジア地域における気象災害とも密接な関係があります。なかでも、チベット高

原及びその東部周辺地域は、気象学的な特徴からアジア全域の気象災害の発生や水資源変

動に大きな影響を与えると考えられています。 
 
 このような背景から中国政府は、日中気象災害協力研究センタープロジェクトを日本政

府に対し要請し、本プロジェクトは 2004 年に採択されました。独立行政法人国際協力機構

（JICA）は、その後本プロジェクトの実施について日中双方が取るべき措置等について協

議した結果、2005 年 8 月 30 日に協議議事録の署名・交換を行い、2005 年 12 月 1 日から

2009 年 6 月 30 日までを実施期間とするプロジェクトがスタートしました。 
 
 日中双方は、約 3 年半に渡る本プロジェクトの中間地点に当たり、期待されている成果

を発現しつつ順調に実施されているかを検証すると共に、協力期間後半の技術協力活動の

方向性について協議、確認するため、日本側は JICA 中華人民共和国事務所 渡辺雅人次長

を、また中国側からは中国気象局国際合作司 喩紀新司長を団長とする合同評価調査団を

結成し、2007 年 9 月 12 日から 9 月 26 日まで中間調査を実施しました。 
 
 調査団は、投入実績、活動実績、計画達成度を検証し、JICA 事業評価ガイドラインに基

づき 5 項目の観点（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）から包括的に評

価・分析し、今後の活動の提言を含めた中間評価報告書を取りまとめ、本プロジェクトの

合同評価会を実施しました。 
 
 合同評価会では、日中双方の関係者で PDM の内容に関し議論を行い、よりプロジェクト

の内容を正確に表現するために、上位目標、プロジェクト目標及び指標の一部に修正を加

えることや、今後広報活動を充実させること等に合意し、合同評価協議議事録としてとり

まとめ、署名交換を行いました。 
 
 本報告書が、東アジアにおける気象災害軽減という大きなテーマのための一助となるこ

とを期待します。最後にこの調査にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心

より御礼申し上げます。 
 
平成 20 年 1 月 

   独立行政法人 国際協力機構 
  中華人民共和国事務所長 古賀重成 
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A ワークシ

ョップ 

Automated Weather Station 自動気象観測所 

CMA China Meteorological Adeministration 中国気象局 

CAMS Chinese Academy of Meteorological 

Sciences 

中国気象科学研究院 

CAS Chinese Academy of Sciences 中国科学院 

CCM Community Climate Model 共有気候モデル 

CEOS The Committee on Earth Observation 

Satellites 

地球観測衛星委員会 

CP Counterpart カウンターパート 

ECMWF European Centre for Medium-Range 

Weather Forecasts 

ヨーロッパ中期予報センター 

F/S Feasibility Study フィージビリティ・スタディ 

GAME GEWEX Asian Monsoon Experiment アジアモンスーンエネルギー水循

環観測研究計画 

GEWEX Global Energy and Water Cycle Experiment 全球エネルギー・水循環観測計画

GIS Geographical Information System 地理情報システム 

GPS Global Positioning System 全地球測位システム 

GTS Global Telecommunication System 全球気象通信システム 

ITP Institute of Tibetan Plateau Science 中国科学学院チベット高原研究所

JCC Joint Coordinating Committee 合同調整委員会 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

JMA Japan Meteorological Agency 日本気象庁 

M/M Minutes of Meetings ミニッツ（協議議事録） 

M/P Master Plan マスタープラン 

ODA Official Development Assistance 政府開発援助 

OJT On the Job Training オンザジョブ・トレーニング 

PBL Planetary Boundary Layer 大気境界層 

PCM Project Cycle Management プロジェクト・サイクル・マネジ

メント 

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリ

ックス 

PO Plan of Operation 活動計画 

R/D Record of Discussions 討議議事録 

WMO World Meteorological Organization 世界気象機関 

WWRP World Weather Research Programmed 世界天気研究計画 
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第 1 章 中間評価調査の概要 

 

1-1 中間評価調査団派遣の目的  

(1) 実績、活動実績、計画達成度を、プロジェクトの内容について定めた R/D 及び PDM に基づき確認し、

課題と問題点の整理を行う。 

(2) JICA 事業評価ガイドラインに基づき、5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）

の観点から評価を実施し、プロジェクトが順調に成果発現に向けて実施されているかを検証する。 

(3) 必要に応じて中国側との協議に基づき PDM の修正を行う。 

(4) 上記の調査結果に基づき、今後の活動計画に関する提言を行う。 

 

1-2 中間評価調査団の構成  

<中国側>   

1 

 

2 

 

3 

 

喩 紀新 

 

応 寧 

 

徐 祥徳 

総括（団長） 

 

副総括 

 

評価分析 

中国気象局国際合作司 司長 

 

中国気象局国際合作司 双辺処処長 

 

中国気象科学研究院 研究員 

 

 

<日本側> 

1 

2 

3 

 

渡辺   雅人  

大久保 晶光 

間宮   志のぶ 

  

総括（団長） 

協力企画  

評価分析 

JICA 中国事務所次長 

JICA 中国事務所所員 

グローバルリンク・マネージメント株式会社 

社会開発部研究員 

 

1-3 調査日程  

日程 総括/協力企画団員 評価分析団員 

9/12 水      （以下間宮） 成田発 10:35 （NH905）―＞北京着 13:15 

JICA 中国事務所打ち合わせ   

9/13 木  聞き取り調査 （気象科学研究院） 

9/14 金  聞き取り調査 （気象科学研究院） 

9/15 土  聞き取り調査 （気象科学研究院） 

および資料整理 

9/16 日 資料整理 

移動 北京発 18:50 (CA1551)―＞黄山着 20:50 

9/17 月 安徽省黄山市  第 5回気象科学ワークショップ/プロジェクト中間評価 

CP 聞き取り調査 

9/18 火 安徽省黄山市  第 5回気象科学ワークショップ/プロジェクト中間評価 

CP 聞き取り調査 

9/19 水 安徽省黄山市  第 5回気象科学ワークショップ/プロジェクト中間評価 

中間評価結果の概要の発表（中間報告）と協議 

移動 黄山発 21:40 (CA1552) ―＞北京 23:50 

9/20 木  合同評価報告書の作成及び関連データの収集 
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9/21 金  合同評価報告書の作成及び関連データの収集 

9/22 土  合同評価報告書の作成 

9/23 日  

 

合同評価報告書の作成 

9/24 月 ミニッツ案の協議 

9/25 火 合同評価会/評価結果発表会・署名 

9/26 水  北京発 14:45 (NH906) ―＞成田着 19:10 

 

1-4  中間評価の方法 

本中間評価調査団（以下“調査団”）は、本プロジェクトの中国側カウンターパート、日本側専

門家およびプロジェクト関係機関の関係者に対して、質問紙によるアンケート調査と聞き取り調

査を実施した。調査団は黄山市にて開催された第 5 回日中気象災害協力研究センタープロジェク

ト科学ワークショップにも参加し、プロジェクトの進展、技術協力の現場を視察した。調査団は

これらの現地調査で得られた情報を分析し、プロジェクト･サイクル･マネジメント（Project 

Cycle Management: PCM）の評価手法に則って評価 5項目の観点から評価を行った。PCM 手法によ

る評価は、①プロジェクトの諸要素を論理的に配置したプロジェクト･デザイン･マトリックス

（Project Design Matrix: PDM）に基づいた評価のデザイン、②プロジェクトの実績を中心とし

た必要情報の収集、③プロジェクトの実績と現状および、「妥当性」「有効性」「効率性」「インパ

クト」「自立発展性」の 5つの評価の観点（評価 5項目）からの収集データの分析、④PDM の修正、

⑤分析結果からの提言･教訓の導出および報告、という流れからなっている。 

 

本評価調査で活用した評価 5項目の定義は次の通りである。 

 

表 1-4 評価 5項目の定義 

妥当性 

 

評価時点においても、プロジェクト目標、上位目標が妥当であるかどうかを、中

国政府の政策、中国気象局、中国気象科学研究院対象地域の社会や住民のニーズ、

日本の援助政策との整合性があるか。 

有効性 プロジェクトの「アウトプット」の達成の度合い、およびそれが「プロジェクト

目標」の達成度にどの程度結びついているか 

効率性 

 

プロジェクトの「投入」から生み出される「アウトプット」の程度は、タイミン

グ、質、量等の観点から適切であったかどうか 

インパクト 

 

プロジェクトが実施されたことにより生じる波及効果のプラス・マイナスの効果

（当初予定されていない効果も含む。） 

自立発展性 協力終了後、プロジェクトによってもたらされた成果や開発効果が持続される

か、あるいは拡大されていく可能性があるかどうかを予想するための、組織的側

面、財政的側面、技術的側面から実施機関の自立発展性の見込み 
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第 2 章 プロジェクトの概要 

 

2-1  プロジェクト実施の背景 

中国では、洪水、旱魃、台風、冷害等の気象災害が頻発し、毎年多大の人的・経済的損失を被ってい

る。中国では、ドップラーレーダーや衛星観測を含む気象観測ネットワークの整備を進めているが、

東部地域に対して西部地域における気象観測所数が非常に少ないのが現状である。中国政府による気

象観測システムの総体的なレベル向上が図られているものの西部地区、特に高原においては観測密度

が低いことから天気予報や気象災害予測の精度・信頼性が低い状況となっている。係る状況下、当該

地域における大気総合観測システムの改善を図り、天気予報や気象災害予測の精度を向上させること

が重要且つ喫緊の課題という認識のもと、中国政府は Aワークショップ(Automatic Weather Station)

観測（チベット高原）、GPS 観測（雲南省、四川省、チベット自治区等）及び数値モデル開発（北京）

に必要となる機材供与、ソフトウェア開発、大気観測分野の専門家派遣及び研修員受入に係る技術協

力をわが国に要請した。2003 年度には、中国事務所で実施機関とのヒアリング及びサイト状況の確認

を行い、気象観測設備の状況及び実施体制の概要を把握するとともに、中国側の本要請の優先度を含

む要望内容の確認を行い、2004 年 9 月に本案件の採択が行われた。これをうけ JICA は 2005 年に 2 回

にわたり事前調査を実施し、プロジェクト概要の合意に至り、「日中気象災害協力研究センタープロジ

ェクト」が 2005 年 12 月から実施されている。 

 

2-2  プロジェクト実施の目的 

本プロジェクトでは、チベット高原及びその東部周辺地域において、既存の機材や供与機材を活用し

て気象観測データの量的・質的向上を目指し、それら観測データを取り込んだ数値予報モデルの開発

を行い、現業気象予測システムの強化を行うものである。 

 

上位目標：1 

「中国国内及び日本を含めた東アジアの気象災害が軽減される」 

 

プロジェクト目標：2 

「チベット高原及びその東部周辺地域で量的・質的に向上した観測データを効果的に取り込んだ数値

予測モデルの開発を通じて、中国国内の現業気象予測システムが強化される」 

 

アウトプット： 

１）チベット高原及びその東部周辺地域に水蒸気観測オンラインネットワークが構築される 

２）チベット高原及びその東部周辺地域における統合的な気象観測ネットワークが構築される 

３）チベット高原及びその東部周辺地域の大気―陸面相互作用の拠点ネットワークにおける集中

観測が実施される 

４）統合的な衛星利用システムが構築される 

５）チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に利用するためのデータシステ

ムが構築される 

６）中国国内及び東アジアの気象災害や水資源に影響を与えるチベット高原及びその東部周辺地

域での気象、水循環変動のメカニズムの理解が向上する 

７）チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に取り込むメソスケール、領域

スケールの数値気象予測モデルが開発される 

                                                 
1 上位目標は本中間評価において一部改訂された。PDM0 および PDM1 は別添資料 1, および 2 を参照されたい。 
2 プロジェクト目標は 2 つ設定されていたが、本中間評価において PCM 手法の観点から一つに収斂された。 
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８）豪雨の予測精度向上が公共的社会利益に資するデモンストレーションが実施される 

2-3  プロジェクト実施体制の特長 

 

フェーズごとの段階的な活動の展開 

本プロジェクトでは全プロジェクト期間を 3 つのフェーズに分け、技術協力を段階的に進める事業実

施体制をとっている。実施計画による各フェーズは次の通りである。本中間評価調査は、第 1 フェー

ズ（観測システムの確立と予測モデルの開発）がほぼ終了し、第 2 フェーズが開始される直前に行わ

れた。本プロジェクトの実施概念図については、別添資料 3を参照されたい。 

 

フェーズ 期間 主たる事業目的 

第 1フェーズ 2005 年 12 月～2007 年 9月 観測システムの確立と予測モデルの開発 

第 2フェーズ 2007 年 10 月～2008 年 8月 観測システムの運用と予測モデルの改良 

第 3フェーズ 2008 年 9 月～2009 年 6月 観測システム・予測モデルの性能評価 

 

プロジェクトの業務実施体制 

１)技術協力の形態 

本プロジェクトは通常の技術協力とは異なった事業実施体制で活動が展開されている。中間評価時点

までの第 1フェーズは対象地域に観測システムを確立することが主要な目的であったことから、観測

システム用の施設・機材の設置に関する日本側プロジェクト専門家が中国側カウンターパートととも

に主として現地での活動を行った。それ以外の日本側専門家および中国側カウンターパートは、年 2

回（春季、秋季）の科学ワークショップへの参加、定期的な電話会議と e-mail 等のコミュニケーショ

ンを活用した技術協力で活動を行っている。 

 

２）地域拠点体制 （四川省、雲南省、チベット自治区） 

本プロジェクトが統合観測システムを確立する対象地域として設定したのは、四川省、雲南省、チベ

ット自治区である。これらの省レベルの気象局および気象科学研究所等の関連機関、中国気象局関連

機関と中国気象科学研究院が本プロジェクトの主たる協力関係機関となっている。プロジェクトの実

施体制図については、別添資料 4を参照されたい。 
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第 3 章 プロジェクトの実績と現状 

 

3-1 活動の実績 

主としてプロジェクト実施者による自己評価、関連の報告書及び関係者への聞き取り調査をもと

に、活動の進捗状況を確認した。その結果、中間評価時点ではフェーズ 1の活動を中心にすべて、

計画通り実施されていることが確認された。これまでの活動の実績を下表 3-1 にまとめた。 

 

表 3-1 これまでの活動の実績 

 活動項目 活動実績 

アウトプット 1： チベット高原及びその東部周辺地域に水蒸気観測オンラインネットワークが構築される 

 

1-1 水蒸気観測システムを設計・開発する 水蒸気観測システムを設計・開発した。 

1-2 雲南省、チベット自治区、四川省、重慶市、貴

州省および広西自治区へ水蒸気観測システム

を設置し、運用試験を行う 

現地オペレーター及びサブセンター担当者を対象と

して研修会を実施した。事前調査の支援、新規 24 地

点への設置・試験運用を行うための支援、GPS データ

解析用ソフトを調達して導入した。 

1-3 雲南省、チベット自治区、四川省、重慶市、貴

州省および広西自治区での水蒸気観測システ

ムの現業運用の支援を行う 

既存の水蒸気観測システムのオンライン情報を収集

した。 

1-4 水蒸気観測サイトから北京へのデータ伝送実

験を行う 

現地オペレーターに技術指導し、水蒸気観測サイトか

ら北京へのデータ伝送実験を行った。 

1-5 数値予測モデルへの水蒸気観測に係るオンラ

インデータの同化実験を行う 

数値予測モデルへの水蒸気観測に係るオンラインデ

ータの同化実験研究を行った。中国側担当者の本邦研

修を実施した。 

1-6 水蒸気観測データのアーカイブを作成し、他の

データとの統合化作業を行う 

フェーズ 2で行う計画である。 

アウトプット２： チベット高原及びその東部周辺地域における統合的な気象観測ネットワークが構築される 

 

2-1 チベット高原及びその東部周辺地域で統合的

な気象観測システムを設計・開発する 

供与機材による観測ネットワークの設計・開発と機材

情報案を作成した。 

2-2 新規大気境界層観測システムを設置し、運用試

験を行う 

大気境界層観測システムを新規 3地点に設置し、試験

設置及び試験運用を開始した。 

2-3 既存自動気象観測システム及び大気境界層観

測システムのメンテナンスを行う 

既存の自動気象観測システムを運用した。既存のウィ

ンドプロファイラー（那曲）を復旧させ、試運転した。

2-4 既存・新規気象観測システムの現業運用を支援

する 

供与機材受け入れのための事前準備（免税手続き等）

を行い、引渡後の一時保管、国内輸送、据付計画を作

成した。そして現地政府関係機関の協力を得て、大理、

温江拠点の土地収用手続きを完了した。 

2-5 統合的な気象観測システムによるデータのア

ーカイブを作成し、他のデータとの統合化作業

を行う 

統合的な気象観測システムを設置した。データ同化は

フェーズ 2で行う計画である。 

アウトプット３： チベット高原及びその東部周辺地域の大気―陸面相互作用の拠点ネットワークにおける集中観

測が実施される 

3-1 集中観測計画を立案する 第4回科学ワークショップにて集中観測の基本的な科

学目標について協議した。また第 5回科学ワークショ

ップにおいては具体的な実施計画について詳細な協

議を行った。 

3-2 冬季観測を実施する フェーズ 2（2008 年 3 月）において行う計画。 

3-3 モンスーン前の集中観測実験を行う フェーズ 2（2008 年 4 月～5 月の予定）において行う

計画。 

3-4 モンスーン中の集中観測実験を行う フェーズ 2（2008 年 6～7 月の予定）において行う計

画。 
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3-5 集中観測で得られたデータのアーカイブを作

成し、他のデータとの統合化作業を行う 

フェーズ 2において行う計画。 

アウトプット４： 統合的な衛星利用システムが構築される 

 

4-1 衛星観測アルゴリズムを開発し検証する 科学ワークショップにて、日中双方より衛星観測アル

ゴリズムの開発・検証について発表がなされた。 

4-2 衛星観測プロダクツを作成する フェーズ 2において行う計画。 

アウトプット５： チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に利用するためのデータシステム

が構築される 

5-1 データの品質チェック、データアーカイブ及び

検索システム構築についての開発協議及び技

術協力を行う 

科学ワークショップにて、日中双方によりデータ品質

チェック、データアーカイブ及び検索システムに関し

ての発表がなされた。プロジェクト関係者間における

データ利用（内部共有）に関わるポリシー案に合意し

た。 

5-2 データ公開に関するポリシーを策定する 

5-3 データ公開技術を開発する フェーズ 2において行う計画。 

アウトプット６： 中国国内及び東アジアの気象災害や水資源に影響を与えるチベット高原及びその東部周辺地域

での気象、水循環変動のメカニズムの理解が向上する 

6-1 共同解析研究を実施する 科学ワークショップにて、日中双方より新しい知見を

発信する研究が発表された。 

アウトプット７： チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に取り込むメソスケール、領域ス

ケールの数値気象予測モデルが開発される 

7-1 チベット高原域の熱源、攪乱の中心となる地域

及び水蒸気の収束地域の大気―陸域相互作用

を表すメソスケールモデルを開発する 

科学ワークショップにおいて、日中双方よりモデル開

発に関する発表がなされた。大気・陸面モデル、デー

タ同化に関する 1名の本邦研修を実施した。 

7-2 チベット高原及び東アジアを含む領域スケー

ルモデルを開発する 

既存モデルによる適応性を検討した。フェーズ 2にお

いて改良を行う計画。 

7-3 メソスケール及び領域スケールモデルを水蒸

気観測値及び衛星観測データを組み合わせた

データ同化システムを開発し、数値気象予測の

初期値の改善手法を開発する 

既存モデルによる適応性を検討した。フェーズ 2にお

いて改良を行う計画。 

7-4 現業の数値気象予報にこれらのモデル及びデ

ータ同化手法を組み込み、チューンアップと性

能評価を行う 

既存モデルによる適応性を検討した。フェーズ 2にお

いて改良を行う計画。 

アウトプット 8： 豪雨の予測精度向上が公共的社会利益に資するデモンストレーションが実施される 

 

8-1 プロジェクト期間中の豪雨の事例を照査し、豪

雨予測精度の検証及び想定被害軽減額の算定

のための適切な事例を抽出する 

科学ワークショップにて、外部専門家を招聘し、アジ

ア水循環イニシアティブに関連するデモンストレー

ション計画案を検討した。また、候補地の視察を行っ

た。 

8-2 開発したモデル及び初期値推定法を用いた場

合と用いない場合で、豪雨の予測精度の比較を

行う 

フェーズ 3において行う計画。 

8-3 豪雨の予測精度の改善がどの程度公共的利益

に資するかの算定を行う 

フェーズ 3において行う計画。 

 

3-2 投入の実績 

日本側、中国側の投入は、質、量、タイミングに関して、計画通り実施されている。 

 

3-2-1 日本側の投入 

専門家派遣、研修員受け入れ、機材供与、ローカルコスト負担等、投入のすべての項目に関して、計

画通り投入が実施されたといえる。 

 

(1) 専門家派遣 
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中間評価実施時点で、13 名の専門家が 11 の分野で技術協力を行った。フェーズ 1は観測システムの基

盤の確立が主であることから、これまでの現地調査は主として観測・情報システム調整、観測システ

ム調達計画監理に関する専門家 2 名によって行われた。他の分野の技術協力は、主として科学ワーク

ショップや遠隔のコミュニケーションの形態で行われた。専門家派遣の詳細は、別添資料 5-1 を参照

されたい。 

 

(2) C/P 研修 

2006 年度は 4名の C/P が本邦での C/P 研修に参加した。2007 年度は 4名の C/P 研修が実施される予定

である。（そのうち 1 名が中間評価時点で研修参加中）C/P 研修の詳細については、別添資料 5-2 を参

照されたい。 

 

(3) 機材供与 

中間評価を実施した 2007 年度 9 月までに、主として GPS 観測・解析用機材、大気境界層観測用機材、

車両等が供与されている。これまでに設置された機材はすべて順調に稼動している状況である。供与

機材の総額は、302,403 千円である。詳細は別添資料 5-3 を参照されたい。 

 

(4) ローカルコスト負担 

第 3年次までのローカルコスト負担の総額は 52,862 千円であり、計画通り、活用された。詳細は別添

資料 5-4 を参照されたい。 

 

3-2-2 中国側の投入 

(1)C/P の配置 

中国側からは実施協議調査時点で、57 名が CP として選定された。中間評価時点において 62 名が活動

している。 CP リストの詳細は別添資料 6-1 を参照されたい。尚、これら CPのほかに、本プロジェク

トでは、CP によって技術指導を受けた中国側の気象関係者（特に対象観測所の技術者）が多く存在し

ている。 

 

(2) 施設の貸与 

中国側より、気象科学研究院内の施設内に執務スペースとして日本人専門家執務室および中国側カウ

ンターパート執務室（プロジェクト弁公室）が提供された。いずれも執務環境がよく、プロジェクト

活動実施に大変効果的である。また観測拠点となる成都（四川省気象局成都高原気象研究所/四川省気

象科学研究所）、ラサ（中国科学院チベット高原研究所）、昆明（雲南省気象科学研究所）にも本プロ

ジェクトの執務スペースが提供されている。 

 

(3) 予算の配分 

プロジェクト活動費として、2324.1 万元〔356,912 千円〕）が中国側からすでに投入され、いずれも計

画通りに活用された。 

詳細は別添資料 6-2 を参照されたい。なお、中国の会計年度は 1月～12 月である。 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

 

調査団はアウトプットの達成状況とプロジェクト目標の達成状況について、PDM1に記載された指標に

沿って検証した。その結果は次の通りである。 

 

4-1 アウトプットの達成状況 

中間評価時点まではフェーズ 1 であることから、主としてアウトプット 1、2、および 3 の達成状況を

確認した。なお、PDM の各レベルの指標案はプロジェクト開始後に日中双方の関係者の協議によって具

体的に明確にされ、本調査においてはそれらの指標案に沿って達成度の検証を行った。 

 

アウトプット１： 

「チベット高原及びその東部周辺地域に水蒸気観測オンラインネットワークが構築される」 

 

アウトプット 1 の指標 

1-1 遠隔モニターが可能なシステムからオンラインで提供される水蒸気観測データの品質・地点数・期間・頻

度 

新規に 24 地点に GPS 観測点が設置され、約 8 割の地点（17-19 地点）にて、積算水蒸気算定のための

毎時の GPS 観測データが 2 年分取得される。 

1-2 水蒸気観測システムを管理できる人材数 

   新規および既存の観測地点につき、2名 計 50 名程度の技術管理者が養成される。 

 

アウトプット1は以下の理由から、達成されているといえる。 

指標1-1については、新規に24地点にGPS可降水量計測装置水蒸気観測システムが設置され、そのうち

約8割の地点にて積算水蒸気量算定のための毎時のGPS観測データが北京において入手可能となってい

ることが確認された。チベット自治区のいくつかの観測点では、現地の電源、通信状況が不安定なた

めに、観測データ送信が継続的に入手できない場合がある。これについては、現地気象局は電源に関

してはソーラーパネルの活用、通信に関してはブロードバンドの導入等の対応で課題克服に取り組ん

でいる。GPS観測点の建設進捗状況およびGPSデータ送信状況についてはそれぞれ別添資料7および8-1

を参照されたい。指標1-2については、聞き取り調査およびアンケート調査によって各観測地点につき

2名、計50名程度の技術管理者が養成されつつあることが確認された。尚、終了時評価調査までに、ア

ンケート調査を実施し観測点の技術者の能力向上の成果を確認する。 

 

アウトプット２： 

「チベット高原及びその東部周辺地域における統合的な気象観測ネットワークが構築される」 

 

アウトプット２の指標 

2-1 公開される気象観測データアーカイブの項目・品質・地点数・期間・頻度 

① 既存観測システム：65 地点の約 8割で地上気温・湿度・風向・風速・降水量の毎時データが 2 年分取得

される。 

② 新規 Aワークショップの約 8割（5地点）にて、地上気温・湿度・風向・風速・降水量の毎時データが 2

年分取得される。 

2-2 気象観測システムを管理できる人材数 

   新規 A ワークショップ各観測地点で 2名、計 15 名程度の技術管理者が養成される。 

 

アウトプット２は以下の理由から、ほぼ達成されているといえる。 
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指標2-1①については、既存観測65地点にて、毎時データが取得されている。別添資料8-2を参照され

たい。指標2-1②については、新規にAワークショップが7地点に設置され、試験的にデータ取得が開始

された。別添資料8-3を参照されたい。指標2-2については、本調査における聞き取り調査の結果、機

材運用にむけてのトレーニングが実施され各地点2名、計15名程度の技術管理者が養成されつつあるこ

とが確認された。尚、終了時評価調査までに、アンケート調査を実施し観測点の技術者の能力向上の

成果を確認する。 

 

アウトプット３： 

「チベット高原及びその東部周辺地域の大気―陸面相互作用の拠点ネットワークにおける集中観

測が実施される」 

 

アウトプット３の指標 

3-1 公開される集中観測データアーカイブの項目・品質・地点数・期間・頻度 

① PBL 観測システム：新規 3箇所の PBL 観測地点にて、風向・風速鉛直分布データが 10 分毎に、気温鉛直

分布データ及び地表面フラックスデータが適時に、暖候期の約 8割の期間において収集される。 

② ウィンドプロファイラーRASS:風向・風速鉛直分布のデータが 10 分毎に、気温鉛直分布データが適時に、

新規 1箇所、既存 1箇所の集中観測地点にて、連続的に、暖候期の約 8割の期間において収集される。

3-2 拠点ネットワークにおける集中観測を管理できる人材数 

①  PBL 観測システム：各新規設置点につき 2名、計 6名の技術管理者が養成される。 

② ウィンドプロファイラー：新規及び既存の観測地点につき 2名、計 4名の技術管理者が養成される。 

 

アウトプット 3は 2008 年に実施される集中観測の準備が達成されている。 

指標 3-1①については、大気境界層システムが新規 3 地点（チベット自治区、四川省、雲南省）

に設置され試験運用が開始された。また、既設 2 箇所についてもその運用状況が第 5 回科学ワー

クショップにて報告された。指標 3-1②については、既存のウィンドプロファイラー（那曲）の

整備が行われ、欠損部品の到着（2007 年 11 月）を待って試験運用が開始される。詳細は別添資

料 8-4 および 8-5 を参照されたい。指標 3-2①については、本邦研修において 2 名が PBL 観測シ

ステムについて技術を習得した。指標 3-2②については、1 名に対して、OJT(実地研修)が行われ

ている。尚、集中観測は 2008 年の初頭に冬季観測、4 月～5 月にモンスーン前の集中観測、6 月

～7月にモンスーン期間中の集中観測が実施される予定である。 

 

アウトプット 4：「統合的な衛星利用システムが構築される」 

 

アウトプット 4 の指標 

4-1 利用衛星データ項目とプロダクツの種類と量 

① 対象領域の土壌水分、積雪、植生、降水量（5～10 日毎）が 2年分作成される。 

② 対象領域の大気温度、水蒸気分布（毎日）が 2年分作成される。 

 

アウトプット 4はフェーズ 2において達成が見込まれている。 

これまでの科学ワークショップにおいて、日中双方より衛星観測アルゴリズムの開発・検証について

の発表がなされ、衛星プロダクツ作成に関する実施計画が協議されている。 

 

アウトプット５:  

「チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に利用するためのデータシステム

が構築される」 
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アウトプット５の指標 

5-1 データアクセス件数（プロジェクト内部、外部から） 

データを世界に公開した場合、平均 100 件/日のレコードアクセスがある。 

5-2 データシステムを利用する人材数 

   データを世界に公開した場合、100 名程度（観測 80 名、モデル 10 名、衛星 10 名程度）がデータを

利用する。 

 

 

これまで、科学ワークショップにて、日中双方よりデータ品質チェック、データアーカイブ及び検索

システムに関する発表がなされた。プロジェクト関係者間におけるデータ利用（内部共有）に関わる

ポリシー案が合意されている。これに続き、データの外部公開のデータポリシーが合意されることに

よりアウトプット 5の達成が見込まれる。 

 

アウトプット６：  

「中国国内及び東アジアの気象災害や水資源に影響を与えるチベット高原及びその東部周辺地域

での気象、水循環変動のメカニズムの理解が向上する」 

 

アウトプット６の指標 

6-1 新しい知見を発信する研究論文数 

  平成 20 年度以降、査読論文が 5稿/年程度出版される。 

 

アウトプット 6 はフェーズ 3 での達成が見込まれている。科学ワークショップにて、日中双方より新

しい知見を発信する研究が発表された。 

 

アウトプット７：  

「チベット高原及びその東部周辺地域での観測データを効果的に取り込むメソスケール、領域ス

ケールの数値気象予測モデルが開発される」 

 

アウトプット７の指標 

7-1 ケーススタディによる数値気象予報モデルの豪雨再現精度 

  洪水予測情報に供せる程度の精度向上が示せる。 

7-2 数値気象予報モデルを開発できる専門家数 

  5～6 名程度の専門家が数値気象予測モデルを開発できるようになる。 

 

アウトプット 7 はフェーズ 2 での達成が見込まれている。科学ワークショップにおいて、日中双方よ

りモデル開発に関する発表がなされた。また、大気・陸面モデル、データ同化に関して、中国側研究

者 1 名が本邦研修に参加した。 

 

アウトプット 8：  

「豪雨の予測精度向上が公共的社会利益に資するデモンストレーションが実施される」 

 

アウトプット 8 の指標 

8-1 デモンストレーションによる想定被害軽減額 

  予警報による人的被害、経済被害の軽減量が示される。 

 

アウトプット 8 はフェーズ 3 での達成が見込まれている。科学ワークショップにて、外部専門家を招

聘し、アジア水循環イニシアチブに関連するデモンストレーション計画案が検討された。また、候補

となる対象地域の現地視察が実施された。 
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4-2 プロジェクト目標の達成見込み 

本調査において、アウトプットの達成状況、外部条件の現状等を勘案し、プロジェクト目標の達成見

込みについて次の通り確認した。 

 

プロジェクト目標：  

「チベット高原及びその東部周辺地域で量的・質的に向上した観測データを効果的に取り込んだ数値

予測モデルの開発を通じて、中国国内の現業気象予測システムが強化される」 

 

プロジェクト目標の指標： 

1 数値気象予報に資するオンラインデータ項目・品質・地点数・期間・頻度 

  約 8 割の新規 GPS 観測地点において積算水蒸気量算定のための毎時の GPS 観測データ及び A ワークシ

ョップ地点（5地点）において地上気温、湿度、風向、風速、降水量の毎時データが 2年分取得される。

2 モデル開発に資するデータ項目・品質・量 

  新規 3箇所の PBL 観測地点にて、風向・風速鉛直分布データが 10 分毎に、気温鉛直分布データ及び地

表面フラックスデータが適時に、暖候期の約 8 割の期間において収集される。また大気の鉛直構造、降水

量の空間分布、土壌水分分布の衛星プロダクツ（5日平均程度）が 2 年分取得される。 

3 開発された数値気象予測モデルによる豪雨再現精度 

  開発された数値気象予報モデルによる豪雨再現精度：洪水予測情報に供せる程度の精度向上が示せる。

4 GPS 観測や PBL 観測等、高度な気象観測ネットワークの業務レベルの整備の進捗度 

5 業務レベルでのデータ同化を用いた数値気象予測モデルの開発、利用の進捗度 

 

中間評価時点まで、計画された活動はすべて予定通り実施され、プロジェクトは順調に展開されてい

る。また、計画に先んじてアウトプットを達成しているため、日中双方の協力、実施体制等の現状を

勘案すると、プロジェクト目標が達成される見込みは十分にあるといえる。尚、プロジェクト目標の

指標の達成状況は次の通りである。 

 

指標 1については、24 地点に GPS 観測点が設置され、約 8割の地点でオンラインデータが北京で入手

可能となった。また、新規 Aワークショップ が 7地点に設置され、試験データの取得が始まった。指

標 2 については、大気境界層観測システムが新規 3 地点に設置され、試験運用が開始された。また、

既存のウィンドプロファイラー（那曲）の整備が行われ、欠損部品の到着(2007 年 11 月)を待って、試

験運用が開始される。科学ワークショップにて、日中双方より衛星観測アルゴリズムの開発・検証に

ついて発表があり、衛星プロダクツ作成の議論が行われた。指標 3 については、科学ワークショップ

において、日中双方よりモデル開発に関する発表が行われ、本邦研修、電話会議を通じてモデルの共

同開発が進められている。尚、本調査において指標 4および 5を加えることが提案され、承認された。 

 

4-3  プロジェクトの実施プロセス 

 

3-1 の項で述べたとおり、これまでの活動は計画通り実施、完了されている。実施プロセスにお
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いて特記すべきことについて以下に記載する。 

 

モニタリング体制：活動の進捗は定期的に実施される電話会議、年２回の科学ワークショップ、およ

びその他e-mail等で適切にモニタリングされている。フェーズ１は特に基盤整備期間であることから、

機材の購入、輸送、設置に関する諸手続きが多かった。機材購入の諸手続き、観測機材設置場所の土

地収用問題等に関し困難に直面した際には、中国側関係者が一丸となって対処したことで解決されて

いる。 

 

技術協力状況：日中の技術協力は順調に展開されているが、技術指導・協力に際し、日中の分野別の

研究担当者の相互確認が必要であることが日中双方から指摘されている。今後のフェーズ２への移行

（モデル開発）に際し、具体的、突っ込んだ研究・討論、研修の実施が期待されている。 

また、中国側の観測要員への技術指導については、講習会の開催や機材使用の中文マニュアルの作成

等が進められており、中国側による研修が実施される予定である。 

 

業務実施体制：科学ワークショップ体制、地域拠点体制が本プロジェクト実施体制として大変効果的

であり、プロジェクトの全体的な活動進展を保証していることが確認された。科学ワークショップで

は、日中双方の研究者による研究発表が双方の知見の共有と更なる研究開発の基点となっている。地

域拠点体制では、各レベル（各観測所、省レベルのセンター、気象局関連機関）の役割分担が明確で

データ送信、分析解析が効率的に行われるようになっている。また、拠点間のデータ共有の承認にか

かる事務手続きの必要がないことも本体制の大きなプラスの要因である。 

 

電話会議による業務運営、研究開発協力：プロジェクトのモニタリング、技術交流の場としての定期

的な電話会議が効果的に活用されている。電話会議を効果的にしている背景には、日中両国関係者の

事前の準備、日中双方のリーダーシップおよび、議事録の作成と翻訳による確実な情報共有が挙げら

れる。電話会議の内容は常に日本側プロジェクト関係者によって議事録としてとりまとめられ、中文

訳を中国側と共有、確認されている。このような地道な作業が知識、知見の確実な共有と、日中の信

頼関係の強化に大きく貢献しているといえる。尚、フェーズ２以降では 中国側、日本側それぞれの

課題分野別の専門的な意見交換、技術交流が今後より一層必要になってくることから、次フェーズ以

降におけるより効果的なコミュニケーション方法の検討が必要である。 

 

4-4  評価５項目による評価結果 

調査団は、妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性という 5 つの観点（評価 5 項目）から

プロジェクトの実績を分析し、課題を検討した。 

 

4-4-1 妥当性 （Relevance） 

本プロジェクトは以下の理由から、現時点においても妥当性は極めて高いといえる。 

 

中国の開発政策との整合性：中国第 11次国民経済・社会発展 5ヵ年計画要綱（2006～2010 年） 

「第 6編、第 26 章 海洋及び気候資源の適正利用」によると、中国政府は「気象事業を発展させ、気
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象衛星の応用、気象レーダーなどの総合的監視強化、先進的気象サービス業務システムを整える。災

害気象予報能力を高め、予報の精度とタイムリー性を高める。」としており本プロジェクトは中国の開

発政策との整合性を確保している。 

 

ターゲットグループのニーズ：中国においては自然災害（洪水、旱魃等）が頻発している。気象状況

の把握により災害予防に役立てることができれば、対象地域の住民の生活の改善、および地域の社会、

経済状況の改善に役立つことが期待できることから、本プロジェクトは中国対象地域の社会（住民）

のニーズに合致しているといえる。 

 

日本の政策との整合性：本プロジェクトは、上位目標として中国国内のみならず東アジアにおける災

害軽減を設定していることから、日本国政府の中国に対する技術協力方針を示した「対中経済協力計

画」及び JICA 国別事業実施計画における技術協力の重点分野「環境問題など地球規模の問題に対処す

るための協力」に該当するため、日本の政策との整合性を確保している。 

 

アプローチの適切性：チベット高原地域は気象観測体制が脆弱な地域であり、これらの地域の観測体

制を強化することで観測データの質的・量的向上が可能となる。本プロジェクトはこれまでの日中の

共同研究の基盤のもとに、日中双方の研究者間の信頼関係がすでに構築されている状況での技術協力

であり、先駆的共同研究に取り組む中国側対象者（研究者）の選定、現業体制下の地域拠点での技術

移転対象者の選定ともに適切であるといえる。さらに、日中のみならず、東アジア地域においても本

プロジェクト実施によってもたらされる情報が有用であり、公益の範囲が広く、本プロジェクトのア

プローチは適切であるといえる。 

 

日本の技術の有効活用：世界トップレベルの日本の科学技術と豊富な経験（GPS 観測、モデル同化等）

が本プロジェクトによって日中の技術協力に効果的に活かされているといえる。 

 

4-4-2 有効性 (Effectiveness) 

 

本プロジェクトでは以下の理由から、有効性が高いといえる。 

 

プロジェクト目標の達成見込み：地域拠点の観測データが送信され、その品質、地点数、期間、頻度

等順調である。日中双方の協力状況、熱心な取り組み姿勢、効果的な実施体制等を勘案すると、今後

も活動が計画通り実施されれば本プロジェクト目標の達成見込みは十分あるといえる。 

 

各アウトプットの貢献度：本プロジェクトの 8 つのアウトプットはそれぞれプロジェクト目標の達成

に密接に関連している。アウトプットの構成は段階的になっており、フェーズ I の基盤整備を経て、

モデル開発、そしてモデルの性能評価を行い最終的にプロジェクト目標である現業気象予測システム

の強化に結びつく構成になっている。各アウトプットは目標達成の構成要因として必須であり、また

それぞれの時系列の関係性も明確である。本プロジェクトの実施概念図は別添資料3を参照されたい。 
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プロジェクト目標達成の阻害要因 

チベット自治区等における配電状況や通信状況が一部の地域において不安定であることで、観測デー

タ収集に影響を及ぼすことが考えられるため、本プロジェクトでは PDM 上の外部条件に設定してモニ

ターすることとした。尚、これに対しては、対象観測所においてソーラーパネルの活用やブロードバ

ンドの導入等の課題克服の取り組みがとられつつある。 

 

4-4-3 効率性 (Efficiency) 

 

本プロジェクトは、以下の理由から効率性が極めて高いといえる。 

 

日本側の投入 

専門家派遣、カウンターパート研修、機材供与、ローカルコスト負担等、すべての項目で質、量とも

に過不足のない投入がタイミングよく実施されている。カウンターパート研修は大変効果的であった

が、研修の効果をより高めるために、事前の研修資料の送付、研修前の担当教官とのコミュニケーシ

ョンを促進することが提案された。現在進行中の2007年度研修ではすでにこの提案が反映されている。

機材施設の設置に関しては種々の困難に遭遇したが、中国側の気象関係者（CMA、地域拠点の気象局、

観測所、および中国気象科学研究院）が一丸となって協力したことが、効率性の向上に結びついてい

るといえる。また日本側の柔軟な対応は、（JICA 事務所による本邦調達用の雛形の改善使用、科学ワー

クショップ開催頻度の増加に関する支援等）も効率性を高めアウトプット算出に貢献しているといえ

る。 

 

中国側の投入 

プロジェクト開始時点において 57 名の CP が配置された。中間評価時点においては、62 名が確認され

た。CAMS や気象関連の研究所における先駆的研究者、省レベルの現業部門の気象行政担当者等である

が、いずれも大変熱心に事業に参加し、日中の技術協力促進に貢献している。中国側は日本側を上回

る予算を投入して本プロジェクトの活動展開を推進している。 

 

プロジェクト運営管理体制 

プロジェクト運営管理は、年２回の科学ワークショップ、年１回の JCC、定期的な電話会議、e-mail

の活用によって大変効果的かつ体系的になされているといえる。この背景には、科学ワークショップ

の運営管理を担う中国側プロジェクト事務局（弁公室）、定期的な電話会議のとりまとめを担う日本側

プロジェクト事務局双方の関係者の努力が挙げられる。また、日中双方の研究者、現業部門の技術者

が気象分野の多くの研究課題に対し、共通の関心を持っていることから事業促進に大変熱心に取り組

んでいることもスムーズな事業展開を促進しているといえる。 

 

さらに、本プロジェクトは過去の日中協力の実績を基盤に実施されたものであり、日中双方の先駆的

研究者がこれまで培ってきた信頼関係や研究協力体制に則って展開されている。このような基盤があ

ったからこそ、電話会議、科学ワークショップ、e-mail 等のコミュニケーション手段での技術協力が

可能になっている。日中双方の高い技術能力を大変効率的に有効活用できている貴重な案件であると
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いえる。 

 

4-4-4 インパクト (Impact) 

 

プロジェクト実施によるインパクトとしての上位目標の達成見込みを中間評価時点で測ることは困難

であるが、これまでのプロジェクト実施による波及効果として、次の点が確認された。 

 

2007 年 1 月 9-10 日、東京にて開催された第２回アジア水循環シンポジウムにて、気象予測情報に基づ

いた洪水予測、水資源有効利用情報提供の実証を行うための実施計画の基礎的な考えが取りまとめら

れ、中国を含む 18 カ国より候補となる河川流域が各 1流域提案されている。 

 

政策面：本調査での聞き取り調査によると、本プロジェクトは中国政府が設計・実施中の西部大開発、

チベット鉄道、南水北調（南方の水を北方に送る）事業および長江流域の洪水防止に関する意思決定、

長江の水資源の調整、洪水予報及び西部地域における重点気象業務の構築、気象部門の防災・減災意

思決定システム等の新技術の発展向上に重要な現実的意義をもつことが指摘されている。また、本プ

ロジェクト実施によって、中国気象セクターの関連機関間（中央と地方、気象研究機関と現業機関等）

の情報交換、意見交換が円滑になったことが確認された。 

 

技術面：本調査での聞き取り調査によると、本プロジェクトによる統合的観測システムが他の省に中

国側独自ですでに普及されつつあることが確認された。その際に、CAMS の研究者がインナーコンサル

タントとして技術指導しており、本プロジェクトによる技術交流の成果がすでに中国の他の地域に波

及され始めている。また四川省、雲南省においては、本プロジェクトの CP はすでに対象地域における

観測技術の Key Person として育成され、彼らが他の観測所や他地域の観測所の技術者を指導し始めて

おり、技術の普及体制が作られつつあることが確認された。 

 

社会面：本調査での聞き取り調査によると、本プロジェクトによる日中協力によって世界の屋根「チ

ベット高原」および周辺地域で新たな気象総合観測システムが確立されることは、国際的な大気科学

研究分野において先進的な科学的意義と防災・減災に大きな意義があり、気象業務システムと水資源

評価技術の発展を推進させるものであることが国際的な影響として、挙げられた。また、アジアモン

スーン年（2008 年）にむけて本プロジェクトは広く関係者から期待されている。本プロジェクト関係

者 3名（CAMS、ITP、東大）がアジアモンスーン年科学運営委員会委員を務めるなど、本プロジェクト

の指導性が国際的に発揮されている。国際会議での研究発表は世界的な注目を集めており、JICA 事業

の貢献が国際的に認知されるという点でも波及効果は高いといえる。 

 

経済面：現時点では特に事例は確認できていないが、本プロジェクト実施によって気象災害に関する

予報能力が強化され、気象防災がなされれば、長期的には中国（だけでなく日本および東アジア地域

全体の）社会、経済にプラスの影響を及ぼすことが大いに見込まれる。 

 

マイナスのインパクト：現時点ではマイナスのインパクトは確認されていない。 
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4-4-5 自立発展性 (Sustainability) 

本プロジェクトは以下の理由から、極めて高い自立発展性が見込まれる。 

 

政策面：中国は第 11 次国民経済・社会発展 5 ヵ年計画要綱（2006-2010 年）において、気象セクター

の強化を重要視しており、災害気象予測能力の向上、気候変動の監視、予測、予報の精度とタイムリ

ー性の向上を図るとしている。また「中国全体の気象総合観測システムの構築」の長期計画を推進し

ている。 

 

組織面：CAMS は中国気象分野の中心的研究機関であり、本プロジェクト実施によって得られた成果を

反映して現業気象予測システムを強化する最適の機関であるといえる。 

 

財政面：本プロジェクトの予算はすでに気象局の現業体制に組み込まれており、本プロジェクトは中

国側の長期的な展望のもとに実施されている。今後のプロジェクト事業の展開によっては予算の増加

も見込める。 

 

技術面：導入された機材（GPS, A ワークショップ, PBL 等）は、対象の観測所において効果的に活用

されつつあり、観測所の技術者は本機材の活用のための技術、知識の習得に精力的に取り組んでいる。

チベット地域においては、設置された機材の活用に関して現地の観測要員の技術レベルを強化する必

要はあることが指摘されたが、これに対して、本プロジェクトでは機材の中文マニュアルを作成する、

他の拠点地域の人材が助言、指導する等精力的に課題克服に取り組んでいることが確認された。また、

四川省、雲南省においては観測所の運営管理の中心的人材が育っており、かれらが他の人材に教育指

導を通して、技術が普及する体制ができつつあり、本プロジェクトによる技術指導が定着していくこ

とは確実であるといえる。さらに、本プロジェクトでは、設置された機材の維持管理はすべて現地観

測所の人材で対処されている。機材活用に支障があった場合は、機材製造元（現地メーカー）に問い

合わせるなどの対応で自力で問題解決がなされている。 
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第 5 章 PDM の修正 

 

本調査の結果、これまでの PDM0 に対して外部条件を追記するとともに、上位目標、プロジェクト目標

および指標の一部に修正を加えた。調査団は今後のプロジェクト期間においては、PDM1 を活用するこ

とに合意した。PDM の修正に関して以下の表にまとめた。 

 

表 5-1 PDM0 から PDM1 への修正内容 

項目 修正内容 修正理由 

プロジェクトの要約 

上位目標 「水資源の有効利用」を割愛し、「中国国内及び日本を含

めた東アジアの気象災害が軽減される」に修正した。 

「水資源の有効利用」は本プロジェクト実

施による効果としての因果関係を検証す

ることは困難であると考えられることか

ら、上位目標から削除した。 

プ ロ ジ ェ

クト目標 

2 つのプロジェクト目標を１つに収斂し、「チベット高原

及びその東部周辺地域で量的・質的に向上した観測データ

を効果的に取り込んだ数値予測モデルの開発を通じて、中

国国内の現業気象予測システムが強化される」に修正し

た。 

本プロジェクトが目指す最終的な目標は

「中国国内の現業気象予測システムが強

化される」ことであると考えられることか

ら、2つのプロジェクト目標を収斂するこ

ととした。尚、PCM 手法ではプロジェクト

目標は一つであることが原則とされてい

る。 

外部条件 

 ＜アウトプット＝＞プロジェクト目標＞ 

以下の外部条件を追加した。 

１） 予算が確保され、機材維持管理が適切に行われ

る。 

２） チベット地域等における配電状況がプロジェク

ト活動実施に大幅なマイナスの影響を与えない。 

 

１） プロジェクト目標達成には、設置

された機材設備が有効に活用される

必要があることから、関連の予算の確

保と維持管理の状況を外部条件とし

て設定した。 

２） チベット地域等では電源状況が

不安定であることが観測データ収集

に影響を及ぼすことが考えられるこ

とから、外部条件として設定した。 

＜プロジェクト目標＝＞上位目標＞ 

以下の外部条件を追加した。 

 

気象防災に関して、東アジア地域諸国が協力する。 

 

上位目標では東アジア全体を対象にしてい

るこから、外部条件として設定した。 

指標 

上位目標 「中国国内及び東アジアにおける気象予測情報に基づい

た洪水予測、水資源有効利用情報提供の実証例」を、一部

割愛、追加修正し、「中国国内及び東アジアにおける気象

予測情報に基づいた洪水予測及び気象災害軽減の実証例」

に修正した。 

上位目標に関して、「水資源の有効利用」

を割愛したことから、本指標においても「水

資源有効利用情報」を割愛し、「気象災害軽

減」と修正した。 

プ ロ ジ ェ

クト目標 

指標１ 

約8割の新規GPS観測地点において積算水蒸気量算定のた

めの毎時の GPS 観測データ及び A ワークショップ地点（5

地点）において地上気温、湿度、風向、風速、降水量の毎

時データが 2 年分取得される。 

 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 

 
指標２ 

新規 3箇所の PBL 観測地点にて、風向・風速鉛直分布デー

タが 10 分毎に、気温鉛直分布データ及び地表面フラック

スデータが適時に、暖候期の約 8割の期間において収集さ

れる。また大気の鉛直構造、降水量の空間分布、土壌水分

分布の衛星プロダクツ（5日平均程度）が 2年分取得され

る。 
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指標３ 

開発された数値気象予報モデルによる豪雨再現精度：洪水

予測情報に供せる程度の精度向上が示せる。 

 指標 4 

GPS 観測や PBL 観測等、高度な気象観測ネットワークの業

務レベルの整備の進捗度 

特に、中国国内の現業気象予測システム

の強化を図るものとして、上記 3つ指標に

に追加した。 

 指標 5 

業務レベルでのデータ同化を用いた数値気象予測モデル

の開発、利用の進捗度 

ア ウ ト プ

ット 

1-1 新規に 24 地点に GPS 観測点が設置され、約 8 割の地

点（17-19 地点）にて、積算水蒸気算定のための毎時の GPS

観測データが 2年分取得される。 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 

1-2 新規および既存の観測地点につき、2 名 計 50 名程度

の技術管理者が養成される。 

2-1 

１）既存観測システム：65 地点の約 8 割で地上気温・湿

度・風向・風速・降水量の毎時データが 2年分取得される。

２）新規 Aワークショップの約 8割（5地点）にて、地上

気温・湿度・風向・風速・降水量の毎時データが 2年分取

得される。 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 

2-2 新規 A ワークショップ各観測地点で 2 名、計 15 名程

度の技術管理者が養成される。 

3-1  

１）PBL 観測システム：新規 3箇所の PBL 観測地点にて、

風向・風速鉛直分布データが 10 分毎に、気温鉛直分布デ

ータ及び地表面フラックスデータが適時に、暖候期の約 8

割の期間において収集される。 

２）ウィンドプロファイラーRASS:風向・風速鉛直分布の

データが 10 分毎に、気温鉛直分布データが適時に、新規

1箇所、既存 1 箇所の集中観測地点にて、連続的に、暖候

期の約 8割の期間において収集される。 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 

3-2 

１）PBL 観測システム：各新規設置点につき 2名、計 6 名

の技術管理者が養成される。 

２）ウィンドプロファイラー：新規及び既存の観測地点に

つき 2名、計 4名の技術管理者が養成される。 

4 

１）対象領域の土壌水分、積雪、植生、降水量（5～10 日

毎）が 2年分作成される。 

２）対象領域の大気温度、水蒸気分布（毎日）が 2年分作

成される。 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 

5-1 データを世界に公開した場合、平均 100 件/日のレコ

ードアクセスがある。 

達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 5-2 データを世界に公開した場合、100 名程度（観測 80

名、モデル 10 名、衛星 10 名程度）がデータを利用する。

6-1 平成 20 年度以降、査読論文が 5稿/年程度出版される。 達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

7-1 洪水予測情報に供せる程度の精度向上が示せる。 達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 

 7-2 5～6名程度の専門家が数値気象予測モデルを開発で

きるようになる。 

8-1 予警報による人的被害、経済被害の軽減量が示される。 達成状況をより具体的に図るために言い

換えた 
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活動 

 1-1 水蒸気観測システムを設計・開発する 時系列を明確にあらわすため、「開発・設

計する」を「設計・開発する」と言い換え

た。 

1-2 雲南省、チベット自治区、四川省、重慶市、貴州省およ

び広西自治区へ水蒸気観測システムを設置し、運用試験を

行う 

「重慶市、貴州省および広西自治区」にも

水蒸気観測システムを設置したため、これ

ら３地域を追加した。。 

1-3 雲南省、チベット自治区、四川省、重慶市、貴州省およ

び広西自治区での水蒸気観測システムの現業運用の支援を

行う 
1-5 数値予測モデルへの水蒸気観測に係るオンラインデー

タの同化実験を行う 
内容を具体的に反映させ、「入力実験」を「同

化実験」と言い換えた。 

2-1 チベット高原及びその東部周辺地域で統合的な気象観

測システムを設計・開発する 

時系列を明確にあらわすため、「開発・設

計する」を「設計・開発する」に言い換え

た。 
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第 6 章 結論  

 各評価項目は、5項目いずれにおいても良好な結果となっている。特に効率性については、日中を代

表する気象分野のエキスパートを動員し、日本からの専門家は短期派遣のみであるにも関わらず計画

に先んじてアウトプットを達成しており、非常に高いと言える。この背景には、プロジェクト開始以

前からの日中間の協力関係が構築されていることがプラスに働いており、同時に中国気象局が管理お

よび予算措置等において積極的にサポートしていることが理由と言える。また自立発展性に関しても、

同じく本プロジェクトに対する中国側の予算がプロジェクト後も保証されていること、また技術的に

もカウンターパートの取り組みが前向きであり、かつ中国気象局とチベット自治区、四川省、雲南省

の気象局間における技術的なサポート体制が既に整備されているという観点から見ても非常に高いと

言える。インパクトに関しては、カウンターパートが他の現業職員に技術移転を行う等、一部既に見

られる部分もあり現時点においても積極的に評価できると考える。 

  

第 7 章 提言及び教訓  

 

7-1 提言 

１） 本プロジェクトは、第 2 フェーズでは、プロジェクトの中心がデータ観測の基盤整備からモデ

ル開発という研究に焦点が移行する。今後は分野別のより密接なコミュニケーションが必要に

なるが、第 1フェーズと同様、効果的な実施体制を構築していくことを提言する。 

 

２） 本プロジェクトによるに日中協力によって世界の屋根「チベット高原」及び周辺地域で新たな

気象総合観測システムが確立されることは、国際的な大気科学研究分野においても大変注目を

集めている。実際に、アジアモンスーン年(AMY)や GEOSS 等の国際気象観測ネットワークと連携

し、最近の国際会議等でも紹介されている。これにより、本プロジェクトの国際的な貢献をア

ピールし、広く認知されることとなるため、積極的に情報発信することを提言する。 

 

３） 本プロジェクトは高度に専門的なテーマを扱っているため、社会的意義は大きいものの、JICA

内外でのプロジェクト内容に対する理解を得る事は容易ではない。現在 JICA は専門家業務の一

環として日本語でのプロジェクト紹介パンフレットを作成中であり、また CAMS は本プロジェク

トのためのパンフレットを作成する等の努力をしているが、今後はこのような素材を活用した

講演会の実施等の広報活動を展開する必要がある。また、これまで日本側が供与した機材を用

い、日中双方で建設し、中国側で運用している観測ネットワークおよび観測地点において、日

本の納税者が直接 ODA の現場を視察する「ODA 民間モニター」の受入れや日中の報道陣を案内す

るプレスツアー等を実施し、広く一般社会へのアピールを行うことを提言する。 

 

7-2 教訓 

  

本プロジェクトは、既存の研究者間の長期の協力体制を活用することにより、効率性の高い案件実施

を実現している。 
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第１章中圃砰俩稠查ｏ概要

１＝１中侧砰俩翻查团派遣●目的

（１）寞赖、活励夷赖、针面逮成度苍、贡口彭＝夕卜ｏ内容｝巨◎ｂ｀七定协尤Ｒ／Ｄ及诬ＰＤⅢ‖乙基勺舌磕鳃Ｌ、

裸题七阉题点ｏ整理苍行５°

（２）ＪＩＣＡ事棠砰俩力丫Ｆ亏丫≥｝乙基β言、５项目（妥当性、有劫性、劫率性、《≥／《夕卜、自立冤展性）

●橇点力、ｅ砰俩盏突施Ｌ、贡口爱二夕卜力ｉ顺铡‖乙成果宪现｝乙向｝寸下突施岂讥下‖′｀石力〕崔梭缸寸乙°

（３）必要‖乙店ｕ＜中国侧上ｏ捣攘‖乙基β艺ＰＤ】ｏ修正崔行５°

（４）上肥●铡查籍果｝乙基勺岂、今援ｏ活勋针面｝乙圈寸已提雷崔行５°

１ˉ２中圃砰（西翻查团ｏ榴成
■■ 

〈日本侧〉

１ 

ｊ云歹 、γ＼／｀＝
～ 

１２３ 
喻耙新

店窜

徐祥德

捻括（团侵）

副捻括

砰俩分析

中国氖象周国膘合作司司畏

中国氦象局国隙合作司双迈延处侵

中国氦象科学研究院研究凰

〈中国侧〉

１２３ 
渡迈雅人

大久保晶光

简宫志●基

捻括（团是）

膨力企圃

砰俩分析

ＪＩＣＡ中国事耪所次是

ＪＩＣＡ中国寥耪所所曼

夕口ˉ／《／‖／９≥夕。寺不一荡弘≥卜株式会社

仕会碉凳部研究曼

日程 捻括／潞力企面团凰 砰《Ⅱｊ分析团凰

９／１２ 水 （以下简宫）成田凳１０：３５（Ⅻ９０５）－＞北京着１３８１５
ＪＩｃＡ中国事耪所打趋合扣世

９／１３ 木 朋宫取０碉查 （氦象科学研究院）

９／１４ 金 硼琶取０碉查（氦象科学研究院）

９／１５ 土 圃宫取Ｏ溺查
抬上加资料整理

（氦象科学研究院）

９／１６ 日 资料整理
熬励北京率１８：５０（ＣＡ１５５１）－＞黄山著２０：５０

９／１７ 月 安徽省黄山市第５回氦象科学口ˉ夕≥曰切亥／丁口≥二夕卜中圃胖↑曲
［ｐ朋去酌门翻杏

９／１８ 火 安徽省黄山市第５回氦象科学口ˉ夕≥司’亥／丁口≥＝夕卜甲间胖｛曲
Ｃｐ阴玄欧Ｄ翻杏

９／１９ 水 安徽省黄山市第５回氦象科学口－夕汝曰彭亥／亥口≥＝夕卜中间胖恤
中阎砰俩转果●概要●凳表（中闹耙告）七攘艘
麓励蕾山墨２】；４０（ＣＡ１５５２）—＞北京２３：５０

９／２０ 木 合同砰俩瓤告瞥●作成及Ⅸ圈遮子ˉ夕●叹集

‖＝ｎ同囤咱吕目】涅



１－４中圃砰俩Ｏ方法

本中阎秤俩铜查团（以下“翻查团”）｝或、本贡口爱＝夕卜●中国侧力夕≥夕－′：ˉ卜、日本侧尊

阴家抬上″贡口彭＝夕卜圈傈檄圈●圈傈者｝乙对Ｌ〔、贸圃撅｝乙上乙了≥夕－卜嗣查七阔岂取０稠
查崔突施Ｌ尤。碉查团位黄山市｝乙〔阴催岂肌尤第５回日中氖象炎害攘力研究七≥夕一贡口谚＝夕

卜科学口一夕≥曰’贡｝乙ｂ参加Ｌ、贡口彭＝夕卜●造展、技衔攘力●夏塌崔视察Ｌ尤。翻查团｝或
巨扎ｅ●现地翻查它得乞讥亢情翱琶分析Ｌ、夕口该工夕卜．寸丫夕／ｌ／·々不爱玖≥卜（Ｐｒｏｊｅｃｔ

Ｃｙｃ１ｅ№ｎａｇｅⅢｅｎｔ：Ｐｃ‖）ｏ湃俩手法｝乙则◎元砰俩５项目●橇点力ｎｅ抨俩卷行◎亢°ＰＣ‖‖手法｝乙上
石砰俩｝立、ｏ夕口彭二夕卜◎睹要素崔髓理的｝乙配圃Ｌ尤夕口爱＝夕卜．子于丫≥。々卜９彭夕又

（ＰｒｏｊｅｃｔＤｅＳｉｇｎ＂ａｔｒｉｘ：ＰＤＭ）｝乙基勺｜′｀亢砰俩◎子于丫≥、＠贡口尹＝夕卜●突赖宦中心七Ｌ
尤必要情辗ｏ收集、◎夕口爱＝夕卜ｏ突赣上现状扣上ｏ｀「妥当性」「有劲性」「劲率性」「丫≥′《
夕卜」「自立宪展性」●５◎ｏ砰俩●橇点（秤俩５项目）力、乞●收集子－夕●分析、＠ＰＤ‖●修正、
◎分析桔果力ｂｅ●提富。教副｜｜●尊出指主诬辗告、七ｂ｀５流讥力蓟ｅ众◎〔｜′｀石°

本砰俩藕查它活用Ｌ尤砰俩５项目●定赣‖±次●通０℃药乙°

麦１ˉ４砰俩５项目●定羡

２ 

Ｇ乙 ｀↑／｀″ 

９／２１ 金 合同砰俩瓤告潜●作成及加圈速宁一夕●收集

９／２２ ± 合同砰俩翱告鲁●作成

９／２３ 日 合同解俩掇告窖●作成

９／２４ 月 量二渺γ窒●憾醚

９／２５ 火 合同霹俩会／霹俩转果癸表会．署名

９／２６ 水 北京冤１４：４５０‖ｌ｛９０６）一＞成田着１９：１０

妥当性 砰俩诗点｝乙拈‖′｀飞ｂ、夕口谚二夕卜目碍、上‖∏曰碾刀】炭兰℃勿◎刀ｎ乙’刀到包、宁

国政府●政策、中国氦象局｀中国氦象科学研究院对象地域●社会宁住民●二ˉ穴、
口太∩耀欧磺雷≥ｏ瞻合件力ｉ茹忌加＾

有劲性 贡口谚＝夕卜＠『了夕卜了’卜」●逮成●皮台｜′｀、疆壬ｕ七ｎ刀愈‖≥口≥＝乡卜
曰垣‖∩磁戌庶‖乙尸ｏ理度桔ｄ◎‖′｀七‖′｀乙力∑

劲率性 乡口彭二夕卜●『投入」力〗ｅ生琴出畜讥乙‖了７卜了’卜」山磋厘厄、夕叮≈≥
″臂舟壁∩擂点力Ｄ院髓『切宅肪◎尤力ｂＥ；力ａ

丫≥／；夕卜 夕口＞二夕卜力【案施岂讥尤二亡｝乙工０生Ｌ苞汲坟纫呆四可歹玉·亏叮丁＾山铆禾
（当ｍ干审太的°下ｂ｀左ｂ｀勃果０〕含沙＾）

自立宪展性 憾力貉了俊、贡口谚＝夕卜｝乙工◎Ｔｂ尤巳喜礼正顷呆罕陶兔纫未刀｀何腕己叮ｂ◎

力ｈ、茹愚‖′｀｜或挞大岂讥＜‖′｀〈可能性力ｉ药石力蓟ｇ；力ｎ忿予想寸恿尤的◎｀粗辙的侧
盂肘溢的佃｜而≡枯衔的侧面力、ｅ寞施檄圈ｏ自立凳展性◎兄迅忍



第２章贡口骸＝夕卜ｏ概要

２ˉ１贡口彭二夕卜案施ｏ背景

中国它位、洪水｀旱越、台凰、洽害等◎氦象炎害力ｉ频聚Ｌ｀每年多大ｏ人的·径济的损失盏被◎元‖′｀
已°中国飞位、Ｆ’贡亏ˉｐ－夕ˉ宁衡星橇测盘含杠氦象撬测不以卜口ˉ夕●整脯卷造酌七‖′｀悉力§、
燕地扇翱Ｌ七酋部地域｝乙媚｝了愚氦象橇测丽数力辨常｝邑少獭！｀ｏ添现雌冠孽鱼？宁国嘻阿悸重氢
象橇测≥又于▲ｏ捻体的救Ｐ＜／Ｐ向上力ｉ囤乞讥七‖′｀悉ｂ●●西部地区、特｝乙高原｝乙转０｀七｜式橇测密度
力ｉ低‖′｀二七力骂ｅ天氦予辗字氦象炎害予测ｏ精度·信颗性力§低０｀状祝ｋ救◎七‖′｀愚°保愚状祝下、当骸
地域｝乙箔｝了乙大氦耪合撬测汝又于么●改善苍囤０、天氦予掇宁氦象炎害予测●精度崔向上岂世愚二七
力占重要且◎嗅聚●裸题ｋ‖′｀５韶戳●它ｋ、中国政府｝±Ａ口ˉ夕汝曰’夕（∧ｕｔ◎ｍａｔｉｃⅥｅａｔｈｅｒＳｔａｔｉＯｎ）
橇测（于寇’卜高原）、ＧＰＳ橇测（霉南省、四川省、于＾’卜自治区等）及Ⅸ数值毛宁′Ｐ陶宪（北京）
‖乙必要上准石檄材供与〈’夕卜官＝了阴霓、大氦橇测分野●尊阴家派遣及诬研修曼受入｝乙保愚技衔攘
力雹扣力ｉ国‖乙要需Ｌ尤．２００３年度｝乙｝式｀中国事耪所℃寞施檄圈七●亡了ｕ≥夕及沙扩扩卜状祝ｏ榷翻
苍行‖｀、氦象撬测殷脯◎状祝及诬夷施体制ｏ概要慈把握寸愚上七ｂ‖乙、中国侧ｏ本要需●僵先度卷台
Ｕ要望内容●雁韶苍行‖′｀、２００４年９月‖乙本案件●探板力ｉ行扣讥亢°二扎崔甘｝寸ＪＩｃＡ｝亡２００５年｝乙２回
｝巨扣尤０事前碉查盘案施Ｌ｀了口彭＝夕卜概要ｏ合意‖乙至０｀『日中氦象炎害撼力研究七≥夕－了口谚
工夕卜』力§２００５年１２月力、ｅ夷施岂扎＜０｀愚·

２～２贡口荡＝夕卜寞施ｏ目的

本贡口援二夕卜毛｝丈、于＾’卜高原及沙毛ｏ柬部周迈地域｝乙淌｜′｀宅、既存●檄材宁供与檄材盘活用Ｌ
＜氦象橇测子一夕ｏ量的·赁的向上崔目指Ｌ｀毛讥乞橇测手ˉ夕雹取０达儿泛数值予翱壬子〃＠阴聚
塞行ｂ｀、现棠氦象予测沙×于么ｏ弦化苍行，ｂＯ飞药乙°

上位目棵：１

「中国国内及诬日本苍含比尤柬了彭了ｏ氦象炎害力爸轻减岂讥愚」

贡口谚＝夕卜目膘；２

『于≤切卜高原及沙毛●柬部周迈地域℃量的·贸的｝乙向上Ｌ亢橇测子－夕壹劲果的‖乙取０达儿记数值
予测毛子／ｌ／ｏ圈宪苍通Ｕ＜、中国国内●现棠氦象予测汝×子么力自弦化岂讥愚」

了夕卜乡萝卜目

１）于＾’卜高原及沙毛●柬部周迈地域｝乙水蒸氦橇测才≥亏丫≥不’卜口－夕力ｉ榴集岂讥石
２）于≤’卜高原及诬毛●柬部周迈地域｝乙拈｝了石梳合的忿氦象橇测不”卜口一夕力Ⅲ椿第岂讥石
３）子＾’卜高原及冰毛●柬部周迈地域●大氦＿陵面相互作用●抛点不’卜歹ˉ夕｝乙拈｝寸石集中
橇测力§突施岂讥石
４）就合的术衡星利用汝又子么力盅椿镶岂肌石
５）于忘’卜高原及江毛●柬部周迈地域好ｏ橇测子一夕苍劲果的‖乙利用寸石尤酌◎子一夕≥又子
▲力§榴攘岂讥石

６）中国国内及沙柬了彭了●氦象炎害宇水资源｝乙影樱苍与之乙于＾’卜高原及沙毛ｏ束部周迈地
域它●氦象、水循藻变勋●乳力二穴▲Ｏ理解力§向上寸乙
７）于＾’卜高原及峦毛ｏ柬部周迈地域它●橇测予一夕苍劫果的｝乙取Ｕ达峦头’久扩－〃、镇城
×扩－／ｌ／ｏ数值氖象予测毛子／Ｐ力田阴凳岂讥愚

１上位目棵位本中间砰俩｝乙拈ｌ′｀七一部改盯岂讥尤·ＰＤＭ０箍上诬ＰＤＭ〗｝立别添资料１，扫上莎２苍参照岂讥尤ｂ｀·
２贡口彰＝夕卜目漂‖式２◎股定岂扎＜ｂ｀尤江、本中删砰俩｜乙措ｂ｀＜ＰＣＭ手法●橇点力、乞一◎｝已收散岂讥尤°

３ 

足 ｀↓｀／｀．／ 



８）豪雨●予测精度向上力ｉ公共的社会利益｝乙资寸乙子毛≥又卜Ｐ一汝己≥力肖突施岂肌石
２＝３贡口爱＝夕卜案施体制●特是

可二ˉ穴乙七ｏ段陪的救活勋ｏ展圈

本贡口谚二夕卜℃｝或全贡口谚＝夕卜期阎苍３◎●歹＝－文｝乙分｝寸、技衔膨力苍段隋的｜乙避酌愚事棠突
施体制苍上◎七（′｀愚°突施针面｝乙工乙各夕二一式｝立次ｏ通０℃茹石°本中闹砰俩嗣查｝或、第１夕＝－
式（撬测汝又子▲●榷立上予测毛子′Ｐｏ碉宪）力１低｝霞貉丁Ｌ、第２夕二一×水阴始岂扎乙直前｝巨行加
扎尤°本贡口彭工夕卜ｏ案施概念囤｝乙◎‖′｀七｝或、别添资料３琶参照岂讥尤‖′｀°

夕口乡＝夕卜●棠潞寞施体制

１）技衔憾力ｏ形腥

本贡口谚二夕卜｝或通常●技衡捣力上位臭农◎尤事棠突施体制℃活勋力ｉ展阴岂讥＜ｂ｀愚°中＂砰俩峙点
东毛ｏ第１夕＝一式｝立对象地域‖乙橇测汝×子▲壹磁立寸乙二七力ｉ主要救目的它茄◎尤巨七力、ｅ、橇测
≥又于▲用●施股·檄材ｏ殷圃｝乙圈寸石日本侧贡口爱二夕卜尊阴家力【中国侧力夕≥夕一／←卜七上它
‖乙主七Ｌ七现地它●活勤壹行◎尤°毛讥以外●日本侧尊阴家箍上江中国侧力，≥夕－／《一卜｝丈｀年２
回（春季、秋季）●科学口一夕汝曰彭夕＾●参加、定期的救蹬韶会戳七ｅ－ｍａｉ１等●■乏二二夕一汝曰
≥噬活用Ｌ亢技衔捣力飞活酞苍行◎七０｀石。

２）地域抛点体制（四川省、霉南省、于忘’卜自治区）
本贡口荡＝夕卜力ｉ腕合橇测≥×子▲苍破立寸石对象地域ｋＬ＜殷定Ｌ尤ｏ‖立｀四川省、翼南省、于＾
彭卜自治区它药石·二讥ｅ◎省Ｐ＾〃ｏ氦象周拈ｋ诬氦象科学研究所等ｏ圈遵攘圈、中国氦象局圈速
檄阴上中国氦象科学研究院力ｒ本夕口乡＝夕卜●主尤愚膨力圈傈檄阴七术◎＜‖′｀石°夕口彭二夕卜ｏ寞
施体制囤｜巨◎‖′｀七位｀别添资料４琶参照岂札尤０｀°

４ 

逐 ｀′／｀′廷

夕＝ˉ式 期阔 主尤石事棠目的

第１歹＝－穴 ２００５年１２月～２００７年９月 撬测汐只于▲●破立上予测毛子／Ｐｏ阴宪

第２歹＝ˉ式 ２００７年１０月～２００８年８月 涌闹‖｜汝又子么●诬用七予测毛子／〗／ｏ改良

第３歹二ˉ式 ２００８年９月～２００９年６月 橇测汝又子▲·予测毛子儿●性能砰俩



第３章贡口谚＝夕卜●突艘ｋ现状

３ˉ１活勤●案赣

主上Ｌ〔贡口谬二夕卜夷施者｝乙主石自己秤俩、圈速●掇告警及江圈傈者＾●圈吉取０翻查苍ｂｋ
｝乙、活勤●造涉状祝苍雁韶Ｌ尤°毛●桔果｀中简秤俩恃点它｝式夕＝－式１ｏ活勤苍中心｝乙寸＾＜、
针画通０夷施岂讥〔０｀石二上力ｉ碴韶岂讥尤．乙讥丈它＠活勤●突箱慈下表３＝１｝乙玄七比尤°

刃泪÷励●寞翻

５ 

卜；彦≥
＿一

擂励工回目
活∏山习翻固

了夕卜贡’卜１；于汽影卜画原坟Ｔ七四果邯问哩耻酗０←小瘫×…酗匆咳
尸ˉ】丁ˉ■～卢０厂≡ｖˉ■□■＝·≡－

１＝１ 
＊弓Ｎ洼贾乞目泪［‖≥又子▲狞ＨＨ肾卜·朗否芭ˉ丁◎

士弓隶气赶目洒［‖沙又手▲狞日登帐卜．腮蜀蔷Ｌ７匡°

１＝２ 墨南省、子＾’卜目治区、四川省、垦鲤巾、以

州省抬上Ⅸ应西自治区＾水蒸氦橇测＞只子▲
苞股健Ｌ、遮用赋骏雹行５

现地才＾ｐ＝夕＝及诬扩了七≥夕－担兰百包呵薄乙
Ｌ＜研修会苍突施Ｌ尤°事前溺查ｏ支援、新规２４地
点＾●股谴·赋酸逗用卷行；尤比ｏ支援｀ＧＰｓ予ˉ夕
鳃姬田、′歹卜券咽建Ｌ元遮入Ｌ尤．

１＝３ 墅南省、子≤彭卜目治区、四川营、里瞳巾、贝

州省粘ｋ沙应西自治区毛ｏ水蒸氦橇测汝又子
ｋ∩祖雏司田田∩古』舀狞行弓

既存ｏ水蒸氦橇测汝又于▲◎才≥歹叮≥恫瓢苞胆率
Ｌ尤°

１＝４ 水蒸氦橇测什〈卜力、巴北京～ｏ丁ˉ夕恒唾差
■坠犬尸２导吕

现地才代ｐˉ夕＝｝乙技惭指嘿Ｌ、水添氦橇测丁呵
匡仆古＾∩宇≡夕伍拱寞酸盏行◎尤°

卜刀■

１＝５ 数值予测毛子′Ｐ＾ｏ水霖凤翻测‖巳镰◎刀／岁
″≥子一夕ｏ同化突酸盏行５

数值予测毛子儿＾ｏ水霖氖撬测‖巨儡◎才≥歹呵≥丁
≡夕ｏ同化宾默研究茬行．尤°中国侧担当者●本邦研
』世巨士∩室蚀了ｌ据ˉ

１＝６ 水蒸氦橇测宁－夕●了－刀吓歹苞作酗‖ˉ′、鹏山
罕－々Ｌ∩纬合仆作途狰行；

夕＝－穴２毛行，针圃飞汤盈°

丁夕卜贡锣卜２：于＾’卜阎脉仪ｕ七山螺邮′司哩胆酗〖田●『′……□
■√叮←夕■■■叼、″■凹■■■尸

２＝１ 于≤’卜高原及Ⅸ毛ｏ柬部固迎吧碘℃机百四
挞≡鱼蛔泪Ｉ｜…又亭△狞龄叶·朋凳寸己

供与檄材｝巨主石橇测不彭卜∏≡夕ｏ骸前。田笼乙蹿例
』凹蛆塞春《恒局ｅｌ介－

２→２ 新规大氦境界眉橇测≥只子＾茬腆皿Ｌ、哩用隅
回全±夕贷寻月

大氦境界屠橇测汝只子▲琶新规３地息｜二旗应Ｌ、隅龋
酗囤乃７腮代噬硒园井阴始Ｌ尤扁

２＝３ 既存自励氦象橇测沙只于▲坟Ｔ大凤甄虾旧涅
甜｜‖每′或导△〃）试≥子十≥只盏行；

既存●自勋氦象橇测汝只于么雹诬厢Ｌ汇·睡仔山√呵
｀／阵铲□７子〃亏一（那曲》左彼旧岂世、戳遮耘Ｌ尤。

２＝４ 

２＝５ 

既存°新短氦象橇测汐只子么”巍来哩用江又返

寸乙

就合的杠氦象撬测沙又子＾（乙识·丁－夕山／
ˉ力丫歹苍作成Ｌ、他◎子一夕ｋ●棘合化作粱
士夕勿导另

供与榷材受｝寸入扎ｏ尤的ｏ擎丽】聘脯（兄祝子棘≤寻′

苞行‖′｀、引渡援●一畴保管｀国内翰送、据付针圃苞作
成Ｌ尤°毛Ｌ＜曳地政府阴傈檄阴ｏ捣力琶得＜、大理、
泪汀铡占∩＋敞血田丰键琶盏完了Ｌ尤°

兢合的术氦象撬测汐只于▲琶股匝Ｌ贮°丁一夕｜∏』↑■巳
夕＝一灭２它行，针圃毛茹愚°

丁官卜夕’卜３：于≤梦卜画脉仅Ｏ七山皋印′列哩胆钢…＾和＝…０■一，ｏ…ˉ－…ˉˉ＝

３＝１ 鳃中橇测叶画苞立案寸苞
第４回科学口－夕汝三渺亥‖乙下架中翻测山垂伞四呸竹

学目檬｝乙◎ｂ｀＜捣攘Ｌ尤·求龙第５回科学∏一夕沙曰
彭乡‖乙指‖′｀＜‖立具体的法突施阶画‖乙◎｜′｀七祥耙壮捣
勉￡室２导≥屯，巴

３＝２ 
Ａ〔≡务日铜‖左尸量重柑谊寸蛊

刁≡ˉ司Ｆ９〔９∩∩只虫至∩月］‖乙】岂Ｖ｀．〔别丁’日丁回·

３＝３ 毛≥又－≥前ｏ梁中撬测栗胰雹打’
歹＝＝六２（２００８罕４月～５月Ｄ丁庭）０≡石‖′、Ｌ∏〕
日卜而∏

３＝４ 毛≥只＝≥中＠渠中撬测突颐琶汀’
夕＝－六２（２００８年６～７月●予足）‖二范０｀ˉＬ∏’盯
盂而

奎∩ˉ‖Ｐｈ差ˉＦ●活励●寞赖



３ˉ２投入◎案赖

日本侧｀中国侧●投入｝或｀贸｀盘、夕《气≥夕｝乙圈Ｌ七、阶面通０案施岂讥七‖′｀悉．

３ˉ２＝１日本侧ｏ投入

尊阴家派遣、研修凰受｝寸入讥、掇材供与、口ˉ力／Ｐ＝只卜负担等、投入●寸≤七●项目‖乙圈Ｌ＜、针

画通Ｏ投入力§夷施岂讥尤些ｂ｀允愚。

（１）尊阁家派遣

６ 

（乙 ｀）／｀～ 

３＝５ 集中橇测飞得ｅ讥尤子一夕ｏ了－力不夕茬作
成Ｌ｀他ｏ子ˉ夕七●腕合化作棠崔行，

夕＝一亥２‖乙北０｀七行；叶画°

丁亩卜贡切卜４：就合的救衡星利用汐又于么力】解粟言丸乙

４＝１ 衡星撬测丁儿纹ｕ式么琶阴凳Ｌ横证寸愚 科学口－夕沙曰’贡｝乙＜、日中双方上Ｄ衡星橇测丁／Ｐ
当９灭么●阴冤·横缸｝乙◎０｀七凳表力【准岂扎尤°

４→２ 街尾霞测夕口夕夕γ老作成寸石 歹二－六２‖乙指ｂ｀七行；针画°

了亩卜夕沏卜５：于代渺卜高原及Ⅸ毛ｏ柬部同迈地甄飞ｏ翘测丁－夕琶纫皋田‖巳刊用丁◎Ｊ旦匈山丁一夕≥＾了＾
壳宝当巴绎Ｚ土豹ˉ×

５＝１ 

５＝２ 

子ˉ夕●品贸于二切夕、宁一夕了ˉ力丫可及江

横索≥又子▲槽镶｝乙◎‖′｀下ｏ阴凳捣瞄及Ｕ《技
衔馅力茬行；

子一夕公阴‖乙凹寸乙淑〗沙＝左策定寸愚

科学歹－夕汝国沏贡｝二＜｀日中双方｝乙上ｐ手一夕品置
于＝彭夕、手一夕了－力〃贡及Ｕ横索汝只子▲‖乙鹃Ｌ

七ｏ凳表郧救岂讥尤°夕口尹＝夕卜困傈者＂｝乙扫‖寸愚
子≡夕利用（内部共有）｝乙阴扣愚术！）沙一案‖巨合意Ｌ
尤曰

５＝３ 字ˉ夕公阴技衔茬佣冤寸已 夕＝－式２‖乙指０｀七行；叶面。

丁亩卜贡彭卜６８中国国内及叮柬丁谚丁ｏ氦象火否早水箕赐０匡蹿臀酝导冗◎丁＾彭卜问师仅Ｏ七四果即′冈哩吧峡
舔∩镭鱼＊据囤亦耐∩式力＝式△ｏ理鲤那向ˉ士寸易

６＝１ 共同解析研究苞突施寸乙 科学口＝夕沙司汤夕‖乙市、日中双方止０新Ｌ｜′｀知兄苍
凳佰寸乙研究加冤麦富讥尤°

７夕卜贡萝卜７：于＜彭卜高原及Ⅸ毛●柬部同迈酗既ˉｒＤ圈硼了ˉ夕琶纫米蛔０≡取９坠凹≥／＾锣－′Ｐ、Ｆ…＾
≈一ＤＬ∩月哈』古准雪鱼二号勤〗≡罕』Ｌ尔ｍＨ番太沏．孟

７＝１ 于＜’卜高原域ｏ熟源、握乱ｏ中心ｋ江乙地喊

及″水蒸氦●收柬地域＠大氦—隆域相互作用
费壶寸武’久夕＝儿毛子′Ｐ琶阴凳寸石

科学’ˉ夕汝曰切贡｝乙抬ｂ｀ˉ〔、日中双方主ｐ毛子／Ｐ腮

凳‖乙阴十石凳表力〖救岂扎尤°大氦°睦面毛予′ｌ／、子－
夕同化［二陷寸愚１名ｏ本邦研修盏寞施Ｌ亡·

７＝２ 于≤彭卜高原及诬柬丁彭丁噬含Ｕ镇域只扩≡
儿毛子儿盏刚骚寸忌

既存毛宁′ｐ‖乙上石通忘性苞横肘Ｌ尤·夕二－灭２‖旦拈
‖｀＜改良崔行；阶面°

７＝３ 玖萝又扩一儿及″馁域久夕ˉ／Ｐ壬子／ｌ／苍水蒸

氦橇测值及″衔星橇测子≡夕苍粗率合扣性尤
子－夕同化汝只子么卷阴凳Ｌ、数值氦象予测◎
初期嫡Ｃ改警手法噬侧凳寸愚

既存毛手／Ｐ｝乙上愚逾店性崔横肘Ｌ尤°歹＝≡灭２｝二擂
‖′｀＜改良苍行；阶面°

７＝４ 现棠ｏ数值氦象予辗｝乙二讥ｅｏ毛于′ｌ／及Ｔ于
－夕同化手法茬粗办迅冰、于二一≥了”贡上性
能砰俩盘行勺

既存毛子儿‖乙上愚遭痞性苍横肘Ｌ尤。夕＝≡灭２｜乙抬
ｂ｀＜改良老行，叶圃°

了夕卜了切卜８８豪雨●予测精度向上刀】公共的忍上会利至｝乙霓丁◎丁毛≥乡≤卜Ｐ≡≥曰≥刀刁夫蛔◎Ⅺ山◎

８＝１ 夕口谚＝夕卜期朋中●豪雨ｏ事例琶照置Ｌ、漂

雨予测精度ｏ横旺及Ⅸ想定被害轻喊额ｏ算定
●尤比●遮切准卒例茬抽出寸愚

科学口ˉ夕≥曰甥贡｝巨七｀外部尊阴家琶招啊Ｌ、丁谚

丁水循碾丫二汝了于丫贡｝乙圈迎寸邑子毛≥只卜Ｐ－
沙日≥叶画案苍横肘Ｌ龙°丈尤、侯榆地ｏ视察茬行◎
尤曰

８＝２ 阴冤Ｌ尤毛子儿及Ｕ初期值推定法苍用ｂ｀尤蝎
合七用ｂ｀农０｀塌合飞、豪雨ｏ予测精度●比较崔
习宁与

夕二一式３‖乙指‖′｀Ｔ行５针圃°

８＝３ 豪雨ｏ予测精度●改善力§巴ｏ程度公共的利蓬
‖乙咨十舀力》ｏ算定噬行；

夕二≡式３‖乙指ｂ｀下行；叶面°



中阔砰俩突施踌点它、１３名ｏ尊阴家力§１１●分野℃技衍捣力苍行◎龙．夕＝－式１‖立橇测汝又子▲◎基
盛●破立力§主℃药乙二上力〗ｅ、二讥衷好●现地铜查｝丈主上Ｌ七橇测。情瓤≥又子▲翻整｀橇测汝又于
▲铜逮针面蓝理｝乙圈寸石尊阴家２名｝乙上◎七行加讥尤°他●分野◎技衔憾力位、主上Ｌ七科学口ˉ夕
汝曰’夕宁逮隔ｏ■乏二二扩－汝曰≥●形熊℃行扣扎尤。尊阴家派遣●群耙位、别添资料５ˉ１苍参照
岂讥尤ｂ｀°

（２）Ｃ／Ｐ研修

２００６年度｝亡４名●Ｃ／Ｐ力§本邦它●ｃ／Ｐ研修‖乙参加Ｌ尤。２００７年度‖式４名●Ｃ／Ｐ研修力ｉ突施岂讥己予定
飞药乙°（毛ｏ５它１名力ｉ中侧砰俩恃点它研修参加中）ｃ／Ｐ研修◎祥耙｝乙◎‖′｀七｝立、别添资料５ˉ２崔参
照岂讥亢ｂ｀°

（３）檄材供与

中阎砰俩苞突施Ｌ尤２００７年度９月东℃｝乙、主上Ｌ七ＧＰｓ撬测·解析用檄材、大氦境界厨撬测用檄材、
罩雨等力§供与岂讥七‖′｀石°二讥塞℃‖乙殷圃岂讥尤掇材｝丈寸≤下顺碉｝乙稼酞Ｌ亡‖′｀己状沉它茹愚°供与
檄材●捻额‖式、３０２，４０３千闪℃药石°祥颗‖丈别添资料５ˉ３崔参照岂讥尤‖′｀°

（４）口一力／ｐ＝×卜负担

第３年次崖它ｏ口一力／ｌ／口只卜负担ｏ捻额｝丈５２，８６２千闪ｒ药０、针画通｜９、活用岂讥尤°祥耙｝丈别添
资料５－４忿参照岂肌尤‖′｀。

３＝２＝２中国侧●投入

（１）ｃ／Ｐ●配霞

中国侧力愈乞｝式突施膨灌铡查诗点飞｀５７名力§ＣＰｋＬ下避定岂札尤。中阔砰俩诗点｝乙扫‖′｀＜６２名力【活勤
Ｌˉ〔‖′｀愚°ｃＰ９又卜ｏ群耙｝丈别添资料６－１噬参照岂讥尤（′｀°尚、二扎乞ＣＰ●｜壬力ａ｝巨｀本夕口彭＝夕

卜飞｜丈、ＣＰ｝巨上◎下技衔指遵忿受‖寸尤中国侧◎氦象圈保者（特｝乙对象橇测所●技衔者）力【多〈存在Ｌ
＜ｂ｀石°

（２）施殷ｏ贷与

中国侧上０、氦象科学研究院内●施殷内｝乙孰耪又√｀：ˉ只ｋＬ＜日本人尊阁家孰耪室挖上江中国侧力夕
≥夕－／《－卜孰潞室（贡口该＝夕卜并公室）力ｒ提供岂讥尤°ｂ｀铲讥它孰潞碾境力§上〈、夕口乡＝夕卜

活勋案施｝巨大变效果的它药石°崖尤橇测抛点七救乙成都（四川省氦象局成都高原氦象研究所／四川省氦
象科学研究所）、亏什（中国科学院于＾切卜高原研究所）｀昆明（篓南省氦象科学研究所）‖乙ｂ本贡口
谚＝夕卜●孰耪只＾一又力：提供岂讥＜ｂ｀已．

（３）予算●配分

亥口汤＝夕卜活酞费上Ｌ＜、２３２４。１万元〔３５６，９１２千闪〕）力【中国侧力、ｅ寸它‖巨投入岂讥、‖′｀铲讥ｂ针

画通０‖乙活用岂扎尤°

祥耙‖蝎ｌ』添资料６ˉ２崔参照岂讥尤‖′｀°杠北、中国●会针年度｝立１月～１２月℃药乙°

７ 
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第４章夕口＞二夕卜●砰俩

碉查团｝丈了夕卜贡渺卜ｏ逮成状况上夕口彭＝夕卜目棵●逮成状祝｝乙◎｜′｀七、ＰＤ‖１‖乙配载岂讥尤指擦｜乙

沿◎ｒ横证Ｌ尤°毛ｏ箱果｝丈次●通０℃药愚°

４ˉ１了，卜贡’卜●逮成状祝

中圃湃俩诗点丈它｝丈夕二一宏１℃茹愚二七力蓟ｂ、主上Ｌ＜了夕卜夕’卜１、２、扫上旷３●逮成状祝老

破韶Ｌ尤°杠拈、ＰＤＭ●各‖／＾′｜／●指棵案‖式了口荡＝夕卜阴始俊｝巨日中双方●圈保者●捣酸‖乙上◎元具

体的｝乙明榷｝乙岂肌、本铡查｝乙拈｜′｀七｝丈毛讥ｂ●指棵案｝乙沿◎七逮成度●横证卷行◎尤°

了夕卜夕’卜１８

「于≤纱卜高原及江毛●柬部周迈地域｝巨水蒸氦橇测才≥歹丫≥不彭卜歹＝夕力舀榴第岂扎愚』■ 

丁百卜贡’卜１ｏ指棵

１＝１逮隔毛二夕～力ｉ可能众汝又子▲力、ｂ才≥歹丫≥它提供岂讥乙水熬氦橇测子≡夕ｍ品贸．地点数·期删·频
度

新规｝乙２４地点‖乙ＧＰＳ橇测点力§殷圈岂九、豹８割ｏ地点（１７＝１９地点）｝二七、稻算水蒸氦算定ｏ尤比●
每诗●ＧＰｓ橇测铲ˉ夕力§２年分取得岂讥己°

１ˉ２水蒸氦橇测汝只子▲茬管理毛吉愚人材数
新规拈主Ｕ既存ｏ撬测地点｝二◎岂｀２名肝５０名程度●技衔管理者力：萎成岂讥愚·

了夕卜夕’卜１｝式以下●理由力愈ｅ、逮成岂肌ˉ〔‖′｀愚上‖′｀允愚°

指棵１－１｝已◎‖′｀ｒ‖或、新规｝乙２４地点‖巨ＧＰＳ可降水量针测装圃水蒸氦橇测≥×子么力ｉ殷懂岂扎｀毛●５艺
豹８割ｏ地点｝乙七稻算水蒸氦肚算定ｏ尤酌ｏ每诗ＤＧＰｓ阔测子ˉ夕力：北京｜乙抬‖′｀＜入手可能七救◎＜‖′｀
悉二上力亩榷鳃岂讥尤°于≤彭卜自治区●ｂ｀〈◎力、●撬测点它｝丈｀魂地●恿源、通信状祝力：不安定准尤

的｝巨、撬测子一夕送信力臼摧兢的｜乙入手℃宫救‖′｀塌台力§药愚。二讥｝乙◎ｂ｀＜｝立、境地氦象局位瞪源｝乙圈
Ｌ＜｝丈’ˉ亏－′〈不／Ｐ◎活用、通信‖乙圈Ｌ七｝丈夕口－卜／《≥Ｆ●尊入等●刘店它裸题克服‖乙取０粗儿

℃‖′｀乙°ＧＰＳ撬测点●建殷造掺状祝箍主莎ＧＰＳ子一夕送信状祝‖乙◎‖′｀七位毛肌毛讥别添资料７扫上Ⅸ８＝１

左参照岂讥尤‖′｀°指棵１ˉ２‖乙◎‖′｀七｝立、阴意取０碉查转韭Ⅸ了≥扩ˉ卜翻查｝乙主◎下各橇测地点‖乙◎言

２名、哥５０名程度●技衔管理者力ｉ篓成岂讥◎◎茹愚二ｋ力§破腮岂ｈ亢。尚、艘了涛砰俩碉查崖℃｜乙、了
≥夕－卜碉查苍夷施Ｌ橇测点●技衍者ｏ能力向上◎成果忿磕韶寸愚°

了夕卜贡’卜２：

『于≤’卜高原及Ⅸ毛◎柬部周迈地域｝乙指‖丁石臃合的救氦象橇测不’卜口一夕加榴集岂九乙」

了夕卜贡渺卜２●指穗

２ˉ１公阴岂肌乙氦象橇测宁＝夕丁－力丫乡◎项目·品贸。地点数。期阎·频度
ｏ既存撬测沙又子么８６５地点ｏ灼８割毛地上氦温．湿度·凰向．凰速．降水世ｏ每峙子一夕力§２年分取得

岂扎苍°

＠新规Ａｐ－夕汝曰彭贡●豹８割（５地点）‖乙下、地上氦温．湿度。凰向．凰速·降水址●每诗子＝夕力Ｅ２
年分取得岂讥愚。

２ˉ２氦象撬测沙只子▲苍管理毛琶乙人材数
斩规Ａ口一夕汝曰’歹各橇测地点飞２名｀叶１５名程度ｏ技衔管理者力噬成岂讥乙·

了夕卜贡彭卜２｝立以下●理由力愈６、｝正｝霞逮成吉讥＜‖′｀雹七‖′｀之石·

８ 

亡乙 ｀′｀＾ˉ 



指棵２ˉ１ｏ‖乙◎‖′｀＜位、既存橇测６５地点‖乙七、每恃子一夕力蜀取得岂加≤‖′｀愚°别添瓷料８ˉ２卷参照岂讥
尤ｂ｀°指檬２ˉ１＠｝乙◎‖′｀七｝立、新规‖乙Ａ口－夕汐曰’夕力ｉ７地点｝乙殷圃岂讥｀拭戳的｝乙宁ˉ夕取得力§佣始
岂讥尤°别添资料８ˉ３在参照岂讥尤｜′｀°指棵２ˉ２｝乙◎０｀＜｝式、本稠查｝乙指０寸愚圈宫取Ｄ铜查ｏ秸果、檄
材诬用｜乙心｝寸下●卜Ｐˉ二≥夕力ｉ夷施岂讥各地点２名、针１５名程度ｏ技衡管理者力ｈ篓成岂扎◎◎药蜀乙
ｋ力ｉ榷韶岂肌尤°尚、簇了峙砰俩翻查东它｝巨｀了≥夕一卜稠查老突施Ｌ撬测点◎技衔者●能力向上●
成果盘榷韶寸乙°

丁官卜夕’卜３：

『子≤’卜高原及诬毛●柬部周迈地域●大氦≡障面相互作用●抛点不’卜回＝夕｝乙霜‖寸乙集中橇
测力：案施岂札愚」

了夕卜贡’卜３●

３＝１公附岂九石粱中橇测宁≡夕丁一力丫乡ｏ项目·品赁·地点数·期删·频度
ｏＰＢＬ橇测汝×子▲：新规３筒所ｏＰＢＬ橇测地点｝乙七｀凰向．凰速铅道分布子ˉ夕力ｉ１０分每｝乙、氦温蛤道

分布予ˉ夕及Ｕ地表面夕亏’夕又铲ˉ夕力§逾峙｝乙｀暖候期●豹８割ｏ期圃｝乙挖‖′｀＜收集岂讥愚°
ｏ，《≥Ｆ贡口歹了扩亏一ＲＡＳｓ：凰向。凰速铅直分布●予－夕力ｉ１０分每‖乙、氦温铅窿分布予－夕添通峙｝乙、

新规１筒所、既存１筒所●集中橇测地点｝乙七、迎簇的｝乙、暖候期＠豹８割ｏ期删｝乙抬０｀＜收集岂讥雹°
３ˉ２抛点不彭卜口＝夕‖乙挖‖寸乙集中撬测卷管理它琶愚人材数

ｏＰＢＬ橇测沙凤子▲：各新规股腿点｝乙◎岂２名、阶６名●技衔管理者力ｉ霍成吉扎石°
囱古撇语白万行二丫薪融〕《既存ｏ橇测地点｝乙◎岂２名、叶４名◎技衔管理者力：篓成岂讥愚°

了官卜贡’卜３‖丈２００８年｝乙突施岂肌乙集中橇测●攀脯力苛逮成岂讥〔‖′｀石。
指棵３ˉ１ｏ｝乙◎‖′｀ˉ〔位、大氦境界屑汝又于▲力ｉ新规３地点（于＾’卜自治区、四川省、霉南省）
｝乙殷置岂永ｌ′拭赣通用力ｉ嗣始岂讥尤°衷尤、既殷２筒所｝乙◎‖′｀〔ｂ毛ｏ通用状祝力ｉ第５回科学口－
夕＞曰’贡｝乙〔辗告岂讥尤．指檬３ˉ１＠｝乙◎０｀宅｝丈、既存●夕丫≥卜贡口夕了丫亏－（那曲）ｏ
整脯力田行加肌｀欠损部品ｏ到着（２００７年１１月）艺待◎〔拭戳遮用力ｉ翱始岂讥乙．祥耙｝丈别添资
料８－４拈上诬８≡５苍参照岂札亢ｂ｀°指棵３－２ｏ｝乙◎０｀〔｝丈、本邦研修｝乙挖ｂ｀＜２名力§ＰＢＬ撬测汝
×子么｝乙◎｜′｀七技衍苞晋得Ｌ尤°指漂３ˉ２＠｝乙◎ｂ｀〔｝丈、１名｝乙对Ｌ（、０ＪＴ（突地研修）力ｉ行扣肌
元‖′｀乙°尚、集中橇测‖丈２００８年●初顽｝乙冬季橇测、４月～５月｝乙毛≥又－≥前●集中霞测、６月
～７月｝乙毛≥×一≥期圃中●集中橇测力§夷施岂讥愚予定它药石．

了夕卜贡莎卜４：『臃合的放衡星利用汐×于▲添椭桑岂讥愚」

了官卜贡箩卜４位夕二一穴２｝乙猎ｂ｀下逮成力ｉ晃还或讥七‖′｀已°
二讥崖℃ｏ科学口－夕≥曰切贡｝匡拈０｀七、日中双方上０衡星橇测了′ｌ／＝『Ⅱ式么ｏ翱芜·横缸｝乙◎０｀七
●聚表力§救岂扎、衡星贡口’夕’作成｝乙圈寸石突施针囤力§棚攘岂讥＜‖′｀石°

了夕卜贡切卜６８

『于≤’卜高原及诬毛◎柬部周迈地域飞●橇测子－夕苍效果的｝乙利用寸愚尤勋◎子一夕汝只于▲
力舀椭篆岂讥石」

９ 
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４＝１利用撕星子－夕项目七贡口’夕’ｏ穗氟上址
ｏ刘象馈城ｏ土壤水分、稻霞、植生、降水世
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（５～１０日每）力§２年分作成岂讥愚。
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二扎衷它｀科学口－夕汐曰切贡｝乙七、日中双方上０子ˉ夕品赁于二’夕、子一夕了ˉ力《夕及诬横索
汐久子▲｝匡圈寸己凳表力吨岂讥尤°夕口彭＝夕卜圈傈者闹‖乙拈｝寸乙子一夕利用（内部共有）｝乙圈扣乙
术９汝－案力§合意岂讥下｜′｀愚°巨札｝乙辕宫、宁ˉ夕●外部公删●宁－夕示〗汐ˉ力ｉ合意岂讥乙二七‖乙
上Ｄ了夕卜夕彭卜５ｏ逮成力【晃达衷讥石°

了夕卜贡彭卜６：

「中国国内及Ｕ《柬了谚了◎氦象炎害牛水资源｝巨影嚼琶与允石于≤彭卜高原及诬毛ｏ柬部周迈地域
它◎氦象、水循藻变勤●认力二式▲●理解力舀向上寸石』

了夕卜贡彭卜６‖立夕二一×３君ｏ逮成力§昆迅东讥下‖′｀愚°科学歹一夕汝曰彭贡｝乙七｀日中双方上０新
Ｌ０｀知晃苍宪信寸苍研究力§宪表岂扎尤。

丁贞卜贡”卜７８

『于＾渺卜高原及诬毛◎柬部周迈地域它●橇测子一夕左劫果的｝乙取０迅峦×’久夕－／ｌ／、镇域×
夕一儿●数值氖象予测毛子／ｐ力ｒ腮凳岂讥石」

了夕卜贡”卜７‖±夕二＝亥２它ｏ逮成力§冕达主肌七‖′｀悉°科学歹－夕≥三’夕｝乙拈‖′｀七、日中双方上
０毛子／Ｐ隔霓｝乙圈寸忌宪表力ｉ救岂肌尤．东尤、大氦·障面毛子儿、≠一夕同化｝乙圈Ｌ七、中国侧研究
者１名江本邦研修‖乙参加Ｌ尤°

了夕卜贡彭卜８８

『豪雨◎予测精度向上添公共的社会利益｝乙资寸石予毛≥×卜Ｐ≡≥曰≥力Ⅲ夷施岂讥石」

了夕卜贡彭卜８｝丈夕＝－式３℃◎逮成力§昆达衷扎七‖′｀苟°科学口一夕≥曰彭了｝乙元、外部尊阁家苞招
聘Ｌ｀了彭了水循碾丫二≥了于夕‖乙圈速寸石子毛≥又卜Ｐ－≥曰≥针面案力§横肘岂讥尤．主尤、候捕
ｋ救愚对象地域◎现地视察力ｉ突施岂讥尤°

１Ｏ 

Ｚ一 ｀／← 

５＝１子一夕了夕七×件数（了口谬二夕卜内部、外鄙门》巳）

子一夕崔世界｝乙公删Ｌ尤塌合、平均１００件／日ｏ》口＝Ｆ丁夕七只力§茹愚°
５ˉ２子－夕＞只子么左利用寸乙人材数

子一夕崔世界｝乙公阴Ｌ尤塌合、１００名程度（橇测８０名｀毛子／Ｐ１０名、衡星１０名程度）力ｒ子一夕崔
鱼『ＰⅢ二→宝

字古Ｆ７”卜局Ｄ』旨橇

６＝１新Ｌ‖′｀知昆茬冤倡寸愚研究隐文数
市牵Ｑ∩＝产‖ｖ『喀奉目忘岭寸茄只辕／年疆磨州版岂沉乃＾

≡７尚Ｐ←广…ｋ偶∩士售】回

７ˉ１扩ˉ又只夕子〈｝乙上愚数恤氦象予掇毛于／Ｐｏ敲闸冉辊柑皮

７＝２ 

洪水予测情耙‖乙供甘愚程度ｏ精度向上邯示世石·
数值氦象予掇毛宁儿苍阴冤飞营乙尊阴家数

尸户占西…＾沛■■空恕豁』菏镭鱼辛阐［‖平字′Ｌ≥刚唾下去忌上 弓ｌ乙扛乙＾

了★Ｐ■广…Ｒ７〃〕』渭齿臣

８＝１子毛≥只卜ｌ／－沙曰≥｜乙上石想定被督陛硬酮
…■±堑０←仁五１丛Ｈ七ｈ铭Ｐ江堑仁士古蜀Ⅷ∩虹引由捅０汛另÷六豹约舀ˉ
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４ˉ２夕口彭＝夕卜目棵◎逮成晃达恶

本碉查｝乙拈ｂ｀＜、了夕卜夕彭卜●逮成状况、外部条件ｏ现状等苍勘案Ｌ、贡口彭＝夕卜目棵ｏ逮成晃
达狰｝二◎‖′｀七次ｏ通０破腮Ｌ尤°

夕口谬＝夕卜目棵：

「子＾渺卜高原及Ⅸ毛ｏ柬部周迈地域它量的·贸的｝乙向上Ｌ尤撬测予一夕苍劲果的｝乙取０达儿泛数值
予测毛宁／！／●阴芜苍通ｕ七、中国国内ｏ现粱氦象予测汐又于么力ｉ强化岂郝己」

贡口步＝夕卜目漂●指椒：

１数值氦象予耙｝乙资寸乙才≥亏《≥子ˉ夕项目．品贸．地点数．期阴·频度

．删侧蜜｛删蹦嚼嚼辖鹏辨獭憋√
２毛子儿阴宪｝乙资寸乙手≡夕项目。品贸．灶

新规３简所●ＰＢＬ橇测地点｜乙七、凰向。凰速铅囱分布子＝夕力§１０分每｝乙、氦温铅直分布予－夕及Ⅸ地
麦面歹亏汤夕久宁－夕力§通涛｜乙、暖候期ｏ豹８割●期＂｝巨指０｀七驭集岂讥乙·东尤大氦ｏ蛤滇榴造｀降水
母ｏ空删分布、土壤水分分布ｏ衡星夕口乒夕γ〔５日平均程度）江２年分取得岂讥愚°

３明冤岂扎尤数值氦象予测毛子儿｝巳≮乙豪雨再现精度
硼宪岂扎尤数值氦象予掇毛子／Ｐ｜二主愚豪雨再现糊度：洪水予测情辗‖乙供世石程度●精度向上力ｉ示世悉°

４ＧＰＳ撬测字ＰＢＬ撬测等、高度术氦象橇测不彭卜口≡夕ｏ巢潞Ｐ≤儿ｏ整偷●造掺度

５棠潞ｌ／≤儿它ｏ手－夕同化噬用ｂ｀尤数值氦象予测毛子儿ｏ侧凳｀利用叼造掺度

中圃砰俩诗点崖℃、针面岂讥尤活勋‖丈寸＾七予定通Ｏ夷施岂ｈ｀贡口彭＝夕卜‖或顺铜｝乙展删岂肌下０｀
石°塞尤、针面｝乙先儿ｕ七了夕卜夕箩卜琶逮成Ｌ七‖′｀悉尤勋、日中双方●儡力、突施体制等Ｄ现状左
勘案寸石七、贡口谚＝夕卜目棵力§逮成岂讥乙昆达冰｝丈十分｜乙药愚凸‖′｀尤乙°尚、了口谚＝夕卜目襟●
指棵ｏ逮成状祝位次●通０℃药愚°

指檬１‖乙◎ｂ｀下｝式、２４地点‖乙ＧＰＳ撬测点力§殷隆岂讥、豹８割●地点它才≥亏″≥子一夕力ｉ北京℃入手
可能上术◎尤．衷尤、新规Ａ口－夕汝曰沏贡力§７地点｝乙殷懂岂扎、拭簇子－夕●取得力§始崖◎亢°指
棵２｝乙◎‖′｀七｝或、大氦境界屑橇测汐×子▲力§新规３地点｜乙股圃岂肌、拭骏遮用力【腮始岂讥尤°衷亢、
既存◎官丫≥Ｆ贡口夕了丫亏ˉ（那曲）ｏ整脯力§行加讥｀欠损部品●到着（２００７年１１月）苍待◎七、拭
艘诬用力§隔始岂讥石°科学口ˉ夕汐曰’夕｝乙七｀日中双方主Ｄ衡星撬测了／ｌ／氢〗式么ｏ阴宪。横征｝乙
◎ｂ｀＜宪表力§药Ｕ、衡星夕口夕夕以作成●攘髓力ｉ行扣讥尤°指棵３‖二◎ｂ｀〔‖丈、科学歹ˉ夕≥曰彭贡
｝乙指‖′｀＜、日中双方主０毛子／ｐ阴冤｝乙圈寸石冤表力ｒ行扣肌、本邦研修、雹韶会戳艺通ｕ七毛宁／Ｐ●共
同阴宪力§造酌ｅｈ下０｀愚°尚、本腮查｝乙扫ｂ｀下指棵４抬上诬５琶加允愚二七力ｉ提案岂讥、承腮岂讥尤°

４＝３夕口谚＝夕卜◎突施亥口七×

３－１◎项它述＾尤上抬０、二肌衷它●活勤‖或针画通Ｄ突施、完了岂讥七｜′｀石°突施贡口七又｝乙箔
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０｀七特韶寸＾吉二七｝乙◎０｀〔以下｝乙韶载才愚．

毛二夕〗≥夕体制：活勋●逸涉位定期的｝乙夷施岂肌愚趣赌会罐、年２回ｏ科学口一夕谚曰’夕｀拈上

Ⅸ毛●他ｅˉｍａｊ１等℃通切｝乙毛二夕９≥夕岂讥七‖′｀愚°夕＝一穴１｝丈特｝乙基磐整愉期闹它药石二七力愈乞｀

搬材●赡入、翰送、股圃｝乙圈寸乙睹手烷岂力ｉ多力ｈ◎尤°檄材鹏入●睹手橇舌、撬测檄材股腿塌所○土

地收用阔题等‖乙圈Ｌ困滩‖乙直面Ｌ尤膘｝乙｜丈、中国侧圈保者力§一丸上救◎七对处Ｌ尤二上℃解诀岂讥ˉ〔

‖′｀乙°

技衔攘力状祝：日中●技衔膨力位顺翻｝乙展隔岂讥＜‖′｀乙力ｒ、技衔指尊·檀力‖乙隙Ｌ、日中●分野另｜］●
研究担当者●相互破腮力ｉ必要℃药愚二上力§日中双方力、ｅ指摘岂讥七‖′｀乙°今俊ｏ歹二一灭２＾ｏ移行

（毛子／ｐ圈凳）‖乙隙Ｌ｀具体的、突◎达儿泛研究·肘瞒、研修ｏ突施力§期待岂ｈ下‖′｀愚°

东尤｀中国侧●撬测要晨＾◎技衔指尊｝乙◎‖′｀＜‖丈、瓣晋会●圈催宁檄材使用●中文亏二二了／Ｐ◎作成
等力§道狗ｂ扎下扫０、中国侧｝乙上乙研修力§夷施岂扎愚予定℃药石°

棠潞突施体制８科学口－夕≥曰彭夕体制、地域抛点体制力§本夕口彭＝夕卜突施体制乙Ｌ七大变劫果的
℃药Ｏ、贡口援＝夕卜●全体的众活酞造展老保征Ｌ七‖′｀愚巨上力§磕翻岂讥尤°科学口一夕汐曰彭贡它
｝立｀日中双方●研究者‖巨上愚研究凳表力茵双方ｏ知晃●共有ｋ更救乙研究阴凳ｏ基点上众◎七｜′｀愚°地
域抛点体制它位｀各ｌ／＾／ｌ／（各橇测所、省ｐ＾／ｌ／ｏ七≥夕＝、氦象局圈速檄阂）●役割分担力ｉ明榷℃
子一夕送信、分析解析力ｉ劫率的｝乙行肋讥乙上，｝乙嗽◎ˉ〔‖′｀悉．衷尤、抛点阎●宁ˉ夕共有●承韶｝乙力蓟
力、乙事潞手靛岂●必要力Ⅲ救‖′｀二上ｂ本体制ｏ大言救贡歹又●要因℃药乙°

砸韶会雕‖乙主石棠潞诬瞥、研究圈霓捣力：贡口沥二夕卜●毛二夕９≥夕、技衔交流ｏ塌七Ｌ下●定期
的众翘韶会攘力：劫果的｝乙活用岂讥七‖′｀石°麓韶会戳苍劲果的｝乙Ｌ＜０｀愚背景‖乙位、日中雨国圈保者◎
事前●罐煽、日中双方●】－夕ˉ汝彭夕拓主ｄ、獭事绿●作成ｋ翻袄‖乙主乙破突嗽情掇共有力ｉ举｝于ｅ
讥苍°麓韶会獭ｏ内容位常｝乙日本侧贡口谚＝夕卜阴保者｝乙上◎下链事绿上Ｌ七上０衷上咙ｅ扎、中文
肌老中国侧七共有、磁腮岂讥＜ｂ｀乙°二●上５救地道嗽作棠力§知戳、知晃ｏ礁案救共有七｀日中●信
颗圈保●弦化｝乙大言〈贯献Ｌ七ｂ｀愚上‖′｀尤愚°尚、夕＝一式２以降℃‖式中国侧、日本侧毛肌宅肌Ｏ
裸题分野别●尊阴的救意昆交换、技衔交流力ｒ今俊主０一屑必要‖乙杠◎＜〈愚二七力ｂｅ｀次夕＝－亥以
降｜乙扫｝丁乙上０劲果的众口气二二夕－汐曰≥方法●横肘力§必要℃药石。

４ˉ４砰俩５项目｝乙上石砰俩桔果

稠查团｝丈｀妥当性、有劫性、劫率性、《≥′《夕卜、自立凳展性占‖′｀５５◎●橇点（砰俩５项目）力〕ｅ
贡口谚＝夕卜◎案赖苍分析Ｌ｀裸题琶横肘Ｌ尤°

４ˉ４ˉ１妥当性（Ｒｅ１ｅｖ皿ｃｅ）

本夕口彭＝夕卜｝式以下ｏ理由力、ｅ、现诗点｝乙翁０｀＜ｂ妥当性｜立梗勋市高（′｀七‖′｀尤愚°

中国ｏ圈霓政策上●整合性：中国第１１次国民怪济·社会凳展５力年针画要搁（２００６～２０１０年）
「第６辐、第２６章海洋及〔」《氦侯资源ｏ遮正利用』‖乙主舀上、中国政府‖丈『氦象事棠苍冤展岂世、氦
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象顿星●忘用、氦象Ｐ一夕ˉ救凸ｏ捻合的睫视弦化、先造的氦象寸一ｇ又棠耪汝又于▲卷整之石。炎
害氦象予缀能力苍高比、予翱●精度上夕《么９一性崔高防邑．」七Ｌ下抬０本贡口爱＝夕卜｝丈中国●阴
宪政策上●整合性茬雁保Ｌ七‖′｀愚°

夕一伊’卜夕′Ｐ－夕●二≡穴：中国｝乙扫‖′｀ˉ〔位自然炎害（洪水｀旱勉等）力ｉ频冤Ｌ七‖′｀乙°氦象状况
●把握｝乙上０炎害予防‖乙役立下悉巨上力§℃言讥‖霞、刘象地域●住民ｏ生活●改善、扫上Ⅸ地域ｏ社会、
怪济状况●改善｝乙役立◎二上力§期待℃岂愚二ｋ力〗乞、本贡口爱＝夕卜｜立中国对象地域●社会（住民）
ｏ二一×‖乙合致Ｌ〔‖′｀石七‖′｀允石°

日本●政策ｋｏ整合性８本贡口逻＝夕卜｜式、上位目襟上Ｌ七中国国内●忍众乞十柬丁谚了‖乙抬‖寸愚炎
害怪喊噬殷定Ｌ七‖′｀悉巨七力、ｅ、日本国政府◎中国｝乙刘寸石技衡捣力方针忿示Ｌ尤『对中凝济棚力针

画」及叮ＪＩｃＡ国别事棠突施针画‖乙拈｝寸愚技衔憾力●重点分野『藻境周题众ｇ地球规模●圈题｝乙对延寸
愚尤勋ｏ憾力』‖乙骸当寸乙尤协、日本●政策七●整合性苍破保Ｌ七‖′｀石°

了贡口－于ｚ逾切性８子＾’卜高原地域‖立氦象橇测体制力§脆弱杠地域它防Ｄ、巨扎ｅ●地域●撬测体

制苞弦化寸石二上℃攘测宁一夕●圃的·量的向上力§可能七准石°本贡口乡＝夕卜｝±二讥东它○日中●

共同研究ｏ基篮●ｂ上｝乙｀日中双方ｏ研究者简◎信赖阴保力§寸℃｝乙榴攘岂讥七‖′｀愚状祝℃ｏ技衔捣力
℃药０、先躯的共同研究‖乙取０粗杠中国侧对象者（研究者）●趣定、现巢体制下●地城抛点℃ｏ技衔

移耘对象者●遗定占ｂ｝乙遮切它酌愚ｋｂ｀尤乙。岂ｅ｝乙、日中＠睁准６铲、柬了彭了地域｝乙扫０｀＜ｂ本
贡口谚＝夕卜寞施｝乙上◎七ｂ尤ｅ岂扎乙情瓢力ｉ有用℃药０、公益●施圈力§店〈、本夕口谚＝夕卜●了

贡口ˉ于‖丈通切它药石ｋ‖′｀允已°

日本ｏ技衔ｏ有劫活用８世界卜’夕Ｐ＜′ｐＤ日本ｏ科学技俯七登富农轻酸（ＧＰＳ撬测、毛子／Ｐ同化等）
力罚本贡口彭二夕卜‖乙上◎＜日中●技衔捣力‖乙劫果的｝乙活力ｎ岂肌ˉ〔０｀愚ｋ‖′｀允乙°

４＝４ˉ２有劫性（ＥｆｆｅｃｔｉｖｅｎｅＳｓ）

本贡口爱＝夕卜℃｜立以下ｏ理由力ｂｅ、有劫性力§高０｀些ｂ｀之愚°

夕口彭二夕卜目橇●逮成晃迅冰８地域抛点●撬测子ˉ夕力【送佰岂讥、毛◎品霞、地点数、期＂、频度

等顺碉它药愚°日中双方●捣力状祝｀熟心术取０粗冰姿势、劫果的救突施体制等崔勘案寸石上、今梭
ｂ活勋力】针圃通Ｄ案施岂讥讥‖霞本贡口彭＝夕卜目棵ｏ逮成晃达率‖立十分茹蜀ｋ‖′｀之愚°

各丁夕卜贡彭卜ｏ贯献度：本夕口谚＝夕卜●８◎●丁官卜夕彭卜位毛讥毛讥夕口√二夕卜目棵●逮成
｝巨密接｝乙圈谨Ｌ〔ｂ｀愚．了夕卜夕’卜●榴成位段陪的｝乙救◎七拈０、夕＝ˉ式Ｉｏ基盟整偷琶怪七｀
毛子′Ｐ圈凳、毛Ｌ下毛子儿●性能砰俩噬行‖′｀最簇的‖乙贡口彭＝夕卜目棵℃药乙现棠氦象予测汝×子▲

●强化‖乙籍Ｔ◎〈榴成‖乙救◎＜‖′｀石。各丁亩卜贡彭卜‖丈目棵逮成ｏ榴成要因上Ｌ七必须℃药Ｄ、东尤

毛讥毛讥●恃系列●圈保性ｂ明破它药愚。本夕口彭＝夕卜ｏ突施概念囤｝或别添资料３苍参照岂讥尤‖′｀°
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贡口谚＝夕卜目撩逮成ｏ阻害要因

子＾”卜自治区等｝乙拈‖寸石配髓状祝宇通信状祝力；一部ｏ地城｝乙抬‖′｀七不安定它药乙二ｋ℃、橇测子ˉ
夕收集‖乙影譬雹及‖霞寸二七力§考尤ｅ讥愚尤功、本夕口谚二夕卜它｝立ＰＤⅡ上●外部条件‖巨股定Ｌ〔毛二
夕一寸石二ｋ上Ｌ亢°尚｀二讥｝乙对Ｌ下｝丈、对象橇测所｝乙抬‖′｀下’－亏ˉ／《不儿ｏ活用宁夕口－Ｆ′《
≥服●尊入等●裸题克服●取０粗办力ｉ七ｅ讥◎◎药乙°

４＝４＝３劫率性（Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ）

本了口彭＝夕卜｜丈、以下●理由力吃劲率性力§橇协＜高ｂ｀七ｂ｀之愚°

日本侧ｏ投入

尊阴家派遣、力夕≥夕一／←卜研修、檄材供与｀口一力′Ｐ■只卜负担等、寸≤下ｏ项目℃贸、盘上ｂ
｝乙遏不足◎救‖′｀投入力§夕丫乏≥夕上〈突施岂讥七‖′｀石°力夕≥夕一／←卜研修‖±大变劫果的它药◎尤
力ｉ、研修ｏ效果苞上０高咙愚尤酌‖乙、事前●研修资料ｏ送付、研修前ｏ担当教官上ｏ口乏二二扩－汝
曰≥崔促造寸乃二ｋ力【提案岂讥尤°曳在造行中●２００７年度研修它‖丈寸℃‖乙巨●提案力§反映岂肌七‖′｀石。
檄材施殷●殷圃｜乙圈Ｌ七｝立穗々●困雄｝乙遭遇Ｌ尤力§、中国侧ｏ氦象圈保者（Ｃ删、地域抛点◎氦象局、
橇测所｀拈上冰中国氦象科学研究院）力骂－丸上救◎下憾力Ｌ尤巨七力§、劫率性●向上｝乙籍〔）《◎‖′｀元‖′｀
愚七ｂ｀之乙．崖尤日本侧ｏ柔软救对店｝丈、（ＪＩＣＡ事耪所｝乙上石本邦稠逮用●雕形●改善使用｀科学口ˉ
夕汝司’贡鞠催频度●增加｝乙阴寸己支援等）ｂ劫率性苍高酌了夕卜贡渺卜算出｝巨贯献Ｌ七ｂ｀石七‖′｀尤
石°

中国侧●投入

夕口彭＝夕卜隔始诗点｝乙拈‖′｀＜５７名●ＣＰ力ｉ配馒岂讥尤°中闹砰俩峙点‖匡抬‖′｀元｝丈、６２名力ｒ磕韶岂讥
亢°ｃ川Ｓ宁氦象圈遮ｏ研究所｝乙拈｝寸石先霹的研究者｀省Ｐ＾／Ｐ●现棠部周●氦象行政担当者等它茹愚
力§、‖′｀十讥ｂ大变熟心‖乙事棠｝巨参加Ｌ、日中ｏ技衔憾力促道｝乙寅献Ｌ〔‖′｀愚°中国侧｝立日本侧琶上回
愚予算卷投入Ｌ七本贡口爱＝夕卜●活勋展阴苍推造Ｌ下‖′｀愚°

贡口谚＝夕卜遮鸳管理体制

夕口彭二夕卜诬营管理｝或、年２回●科学口ˉ夕汝曰切贡、年１回●ＪＣｃ、定期的放醚龋会戳、ｅˉｍａｉ１
●活用｝巨上◎下大变劲果的力愈◎体系的‖乙众岂讥＜（′｀石上‖′｀允愚°二●背景｝乙位、科学口一夕≥曰汤贡
●诬宫管理苍担５中国侧贡口爱＝夕卜事耪局（井公室）、定期的准奄括会镶ｏ上０崖上肋崔担，日本侧
夕口谚二夕卜事潞局双方ｏ阴保者●努力力ｒ举｝ｆｅ讥愚°东尤、日中双方ｏ研究者、现棠部阴●技衔者
力Ⅲ氦象分野◎多〈ｏ研究睬题‖乙对Ｌ、共通●圈心卷持◎七‖′｀乙二ｋ力吃事棠促避‖乙大变熟心｝乙取ｐ粗
儿它０｀愚二ｋｂ只▲一式众事棠展阴崔促造Ｌ七ｂ｀愚ｋ｜′｀之罚°

岂启｝乙、本贡口彭＝夕卜位遇去●日中捣力●夷赖忿基鲤｝乙突施岂讥尤ｂ●℃药Ｄ｀日中双方●先霹的
研究者力ｉ≡讥东它培◎市宫尤佰赖圈保宇研究捣力体制‖乙则◎＜展朗岂讥元‖′｀石°二●上５救基鲤力§药
◎尤力｀ｅ二毛、蹈龋会融、科学口一夕≥三彭贡、ｅ－ｍａｉ１等●■乏二二扩一≥曰≥手段℃●技衔隘力力§
可能｝乙壮◎下ｂ｀乙·日中双方●高ｂ｀技衔能力苍大变劲率的｜二有劫活用飞艺七ｂ｀石设重众案件飞茹愚上
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ｂ｀之愚°

４ˉ４＝４丫≥少《夕卜（Ｉｍａｃｔ）

贡口彭二夕卜寞施｝乙工乙〈≥／《夕卜上Ｌ＜●上位目棵●逮成晃达耶怠中闹砰俩恃点℃测已二七｝±困雌
℃汤愚力ｉ、二讥衷它ｏ夕口谚二夕卜寞施‖乙上悉波及劫果上Ｌ七、次●点力ｉ磕韶岂讥尤°

２００７年１月９ˉ１０日、柬京｝乙七腑催岂讥尤第２回了彭丁水循嗓汝≥示爱亩么‖巨七、氦象予测情翱‖乙基勺
０｀尤洪水予测、水资源有劫利用情瓤提供ｏ突证苍行３尤勋●突施肝画●基磁的术考之力ｉ取０衷上功ｅ
讥、中国苍含沙１８力国上０候捕ｋ嗽恿河川流域力ｉ各１流域提案岂讥七‖′｀愚°

政策面８本铜查℃●圈宫取０翻查‖乙上乙ｋ、本贡口爱＝夕卜｝立中国政府力§殷针·夷施中●西部大阴宪｀
于点彭卜跌道、南水北翻（南方●水茬北方｝乙送乙）事粱扫上″侵江流域●洪水防止｝乙圈寸石意思诀定、
侵江ｏ水资源◎稠整、洪水予瓤及Ⅸ西部地域‖已抬｝寸石重点氦象棠潞●榴桑、氦象部阁●防炎。减炎意
思决定汝×子么等◎新技衔◎宪展向上｝乙重要救现寞的意嚷苞ｂ◎二上力：指摘岂讥下‖′｀愚°衷尤、本贡
口该二夕卜夷施‖乙上◎飞、中国氦象七夕夕一●圈逮檄圈圈（中央上地方、氦象研究檄圈ｋ现棠檄圈等）
ｏ情翱交换、意昆交换力§日滑｝乙众◎尤二上力ｉ礁韶岂讥尤°

技衔面：本稠查℃ｏ圈岂取０碉查｝乙上己上、本夕口谚工夕卜｝乙主愚臃合的橇测汝×子▲力Ⅷ他●省‖乙中
国侧独自℃寸℃‖乙普及岂讥◎◎药愚巨七力ｉ礁韶岂讥尤°毛●隙｝乙、ｃ删Ｓ●研究者力ｉ扩≥十一■≥寸／ｌ／
夕≥卜七Ｌ七技衔指遵Ｌ七拈０、本贡口谚＝夕卜‖乙上愚技衔交流ｏ成果力ｉ寸℃｜乙中国●他ｏ地域‖乙波

及岂肌始酌＜ｂ｀己°主尤四川省、寥南省‖乙扫‖′｀〔‖立、本贡口汤＝夕卜●ＣＰ↓立寸℃‖乙对象地域‖乙拈｝寸乙
橇测技衡●ⅨｅｙＰｅｒＳ。ｎ七Ｌ＜育成岂讥、彼巳力§他●撬测所宁他地域●橇测所ｏ技衔者壹指遵Ｌ始砂＜
扫０｀技衔●普及体制力§作ｅ讥◎◎药已巨上力§破腮岂讥尤。

社会面８本翻查℃ｏ圈宫取０碉查‖乙上乙ｋ、本贡口谚＝夕卜｝乙主愚日中隘力｝乙主◎七世界◎屋根「子
＾切卜高原」拈上莎周迈地域℃新尤众氦象捻合橇测汐又于么加破立岂讥悉二占‖丈｀国隙的杠大氦科学
研究分野‖乙箍ｂ｀〔先造的救科学的意篓七防炎．减炎｝乙大言救意羡力§药０、氦象棠耪汐又于么七水资源
砰俩技衔ｏ宪展苍推遣岂世石ｂ●℃药石二七那国隙的众影嚼上Ｌ＜、举‖了ｅ邯尤°凄尤、了爱了壬≥
只ˉ≥年（２００８年）｝乙峦｝寸七本贡口谚二夕卜位应〈圈保者力、ｅ期待岂讥七‖′｀悉°本夕口彭二夕卜圈傈
者３名（ｃ删Ｓ、ＩＴＰ、柬大）力ｉ了彭了毛≥又ˉ≥年科学遮营委曼会委曼崔耪勋愚救凹、本贡口爱＝夕卜
●指遵性力ｉ国隙的‖乙凳挥岂扎七‖′｀石°国除会融℃●研究凳表‖或世界的救注目崔集的下抬９、ＪＩＣＡ事棠
ｏ寅献力§国隙的｝乙韶知岂讥乙乙０｀５点它ｂ波及劫果｝式高０｀七‖′｀之石°

艇济面：现峙点℃｝丈特｝乙事例‖丈破韶℃艺七‖′｀农‖′｀力§、本贡口谚＝夕卜卖施｝乙上◎下氦象炎窖‖乙圈寸石
予掇能力力ｉ强化岂讥、氦象防炎力田农岂讥讥减、是期的｝乙｝求中国（泛｝寸℃救＜日本拈上莎柬丁爱了地域
全体●）社会、怪济‖乙贡歹只●影譬苍及‖霞寸二上力【大ｂ｀｜乙昆迅东讥乙°

奇丫十×●丫≥＾夕卜：现畴点℃｝±々丫十×ｏ丫≥／〈夕卜｝丈磁韶岂讥＜ｂ｀救｀′｀°
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４ˉ４＝５自立宪展性（ＳｕＳｔａｉｎａｂｉ１ｉｔｙ）

本乡口谚二夕卜｝丈以下●理由力｀ｅ、握酌元高‖′｀自立凳展性加昆达东肌乙·

政策面：中国‖丈第１１次国民怪济·社会凳展５力年针面要搁（２００６一２０１０年）｝乙指‖′｀七、氦象七夕夕一
ｏ弦化老重要视Ｌ元抬０、炎害氦象予测能力ｏ向上、氦候变勋●匿视、予测、予掇ｏ鞘度上夕″▲９
一性●向上壹囱石七Ｌ七‖′｀石．主尤『中国全体ｏ氦象捻合橇测汐只于么●榴篆」ｏ侵期针面崔推遣Ｌ
下０｀石°

粗辙面：Ｃ舰Ｓ｝立中国氦象分野●中心的研究槛鹃℃药ｐ、本夕口彭二夕卜案施｝乙上◎＜得乞扎尤成果盘
反映Ｌ七现棠氦象予测＞×子▲苍独化寸己最通●檄阴它药乙七｜′｀之石°

财政面：本夕口爱＝夕卜ｏ予算位寸它‖乙氦象局●现粟体制｝乙粗冷达崖讥七箍０、本夕口谚＝夕卜ｌ立中
国侧ｏ畏期的术展望●它七‖二突施岂讥七‖′｀乙°今俊●夕口彭二夕卜事棠●展圈｝乙上◎元｝立予算ｏ增加
ｂ昆达的石°

技衔面：遵入岂讥尤搬材（ＧＰＳ，∧口一夕汝三彭贡，ＰＢＬ等）｝丈｀对象●橇测所‖乙箔‖′｀＜劲果的｝乙活用
岂肌◎◎药０｀橇测所ｏ技衔者｝或本檄材ｏ活用●龙ｂ●技衡、知戳●晋得｝乙精力的｝乙取０粗儿℃‖′｀乙·
于≤’卜地域｝乙拈０｀七｝±、般圃岂扎尤檄材ｏ活用｝乙圈Ｌ七现地ｏ橇测要昌ｏ技衔ｐ＾／ｌ／卷独化寸愚必
要｝丈药苍二ｋ力§指摘岂肌尤力§、二讥｝乙对Ｌ七｀本贡口汤＝夕卜℃‖±檄材●中文亏二二了／Ｐ苍作成寸乙、
他◎抛点地域●人材力ｉ助雷、指遵寸石等精力的‖乙裸题克服｝乙取０粗〃℃‖′｀愚匡上力§榷韶岂扎尤°丈尤、
四川省、霉南省‖乙拈‖′｀七位橇测所●逗宫管理ｏ中心的人材力§育◎七箔０、加加ｅ力§他●人材‖乙教育指
霉老通Ｌ下、技衔力ｉ普及寸石体制力§℃吉◎◎茄Ｄ、本夕口爱二夕卜｝乙上乙技衔指遵力Ⅲ定蔚Ｌ＜（′｀〈二
七位赡夷它药石上‖′｀之石°岂乞‖乙｀本夕口尹＝夕卜它｝或、殷懂岂讥尤檄材●雄持管理‖丈寸≤＜现地橇
测所●人材℃刘处岂肌七０｀石°檄材活用‖乙支障力ｉ药◎尤塌合｜丈｀檄材裂造元（现地认ˉ力ˉ）｝乙阔｀′｀
合扣世乙嗽ｇ●对忘℃自力℃圃题解诀力：嗽岂邯七０｀石°
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第５章ＰＤⅢ●修正

本碉查●籍果、二讥衷℃ｏＰＤ‖０‖巨对Ｌ七外部条件苍追能寸愚七上ｂ‖乙、上位目膘、夕口彭＝夕卜目檬
箍上沙指棵●一部‖乙修正忿加之尤·翻查团‖或今梭●夕口爱＝夕卜期阎｝乙拈‖′｀下｝立、Ｐ则１老活用寸乙二
七｝乙合意Ｌ尤°ＰＤ‖ｏ修正｝乙圈Ｌ七以下●表｝乙主七酌尤°

疆５＝１ＰＤ〗』０力■ｅＰ酗１＾●修正内石

１７ 

（」）′｀／～一尸歹
－— 

项目 修正内容 修正理由

＝沪＝Ｄ＠－归１句ｂ严Ｔ鲤电

上位目棵 『水资源ｏ有劫利用」苞割爱Ｌ｀｜中国国内仪Ｔ目不琶冒

协尤柬丁骸丁ｏ氦象爽窖力ｉ怪减岂ｈ愚』‖乙修正Ｌ尤°

「水资源●有劫利用」｝丈本贡口彭＝夕卜突

施｜巨上苍劫果七Ｌ七●因果圈保盏检怔寸
愚巨七‖式困雕它药愚七考允乞讥石二上力蓟
ｅ、上位目檄力｀ｂ削除Ｌ尤°

贡口荡二

夕卜目棵

２◎●云口彭＝夕卜目棵苍１◎｝乙叹敏Ｌ、‖子≤萝卜尚佩

及Ⅸ毛ｏ柬部周迈地域毛量的·霞的‖乙向上Ｌ尤橇测子一夕
苍劫果的‖乙取０迟儿泛数值予测毛子／ｌ／ｏ阴宪茬通ｃ七｀中
国国内ｏ现粱氦象予测汐只亏▲加弦化岂扎石」‖乙修正Ｌ
尤● 

本贡口彭＝夕卜江目指寸最胳的救目撩位

『中国国内●境棠氦象予测≥只于么郡弦
化岂加苍』二七飞茹石七考亢ｅ扎石二上力愈
ｅ、２◎●夕口爱＝夕卜目棵茬收敏寸石二
七上Ｌ尤°尚、Ｐ刚手法毛位贡口彭＝夕卜
目棵｝±－◎飞茹乙二七加原则七岂扎＜‖′｀
苍

Ａ０出闪Ｔ垒Ⅱ小

＜了，卜贡夕卜＝＞贡口爱＝夕卜目膘＞

以下●外部条件老追力∩Ｌ尤°
１）予算力Ｅ磁保岂讥、掇材耀持管理力§通切‖乙行℃九

乙°

２）于≤彭卜地城等‖乙抬｝寸邑配甩状祝力ｉ夕口该二夕
卜活励寞施‖巨大幅救守扩十又ｏ影霉崔与之众０｀。

＜贡口谚＝夕卜目棵＝＞上位目棵＞

以下◎外部条件老追加Ｌ尤°

钉鱼防瓣‖乙刚Ｌ下ˉ柬丁谚了地域睹国邯捣力寸己°

１）矛口荡二夕卜目擦逮成｝乙位、殷固

岂讥尤檄材股侧力§有勃‖乙活用言讥已

必要力ｉ茹石二七力愈乙、圈迎ｏ予算ｏ磁
保上罐持管理◎状祝茬外部条件七Ｌ

七股定Ｌ尤°

２）子≤沏卜地域等它位通源状祝力直
不安定它茹乙二七力ｒ橇测子－夕收集
｝乙影孵老及‖霞寸巨七力§考之喧札乙巨

些力吃、外部条件上Ｌ＜股定Ｌ尤。

上位目檄飞‖丈柬丁彭丁金体苍对象｝乙Ｌ〔０｀
石二力吧｀外部条件上Ｌ七股定Ｌ尤°

『中国国内及″柬丁彭了｝巨指｝丁愚氦象予测悄帮｝乙给◎ｖ｀
尤洪水予测、水资源有勃利用情翱提供●案征例」茬｀一部
割爱、追加修正Ｌ｀「中国国内及沙柬了谚丁‖乙抬↓丁石氦象
予测情翱｜巨基＜‖′｀尤洪水予测及莎氦象炎窖轻喊●突旺例」
』Ｆ储：下ｌ介－

指棵１

灼８割●新规ＧＰＳ橇测地点‖乙指｜′｀ˉ〔穗算水蒸氦址算定ｏ尤
ｂ◎每峙ｏ旷Ｓ掇测予ˉ夕及诬Ａ歹ˉ夕汝曰彭贡地点（５
地点）｝乙措‖′｀＜地上氖温、湿度、凰向、凰速、降水趾ｏ每
日努＝＝夕力§２甸三会欧得之讥蜀．

指撩２

新规３茵所ｏＰＢＬ橇测地点｝已＜、凰向。凰速铅直分布子＝
夕力【１０分每｜乙｀氖温铅窿分布子一夕及莎地表面夕亏夕夕
只子－夕力§通峙｝乙、暖候期ｏ豹８割●期悯｝乙指０｀七驭集岂
讥乙。衷尤大氦ｏ铅窿捐造、降水量●空阴分布｀土壤水分
分布ｏ衡星贡口乒夕γ（５日平均程度》力§２年分取得岂讥
×ˉ 

事阜〗ｐ∏Ⅶ〗加偶ｐ皿１＾●修正内容



！′／｀～ １８ 

Ｃ乙

指棵３

朋冤岂讥尤数恤氦象予翱毛子′Ｐ｝乙上愚豪雨再翼精度：洪水
予测情掇｝乙供世愚程度●精度向上力§示性愚°

指棵４

ＧＰＳ橇测宁ＰＢＬ橇测等、高度扛氦象橇测不’卜ｐˉ夕●棠
蹿Ｐ≤′Ｐ●憾馏ｏ逸涉度

指棵５

棠涝Ｐ≤儿毛●子一夕同化崔用ｂ｀尤数值氦象予测毛予儿
∩昭巫ˉ利用●谁摊度

特‖二、中国国内ｏ现粱氦象予测沙只于么

●弦化苍囤愚ｂ●些Ｌ七、上肥３◎指棵｝乙
‖乙追加Ｌ尤°

１＝１新规‖乙２４地点｝乙０Ｐｓ橇测点力『殷恤言讥、涧８翻Ｄ旭

点（１７－１９地点）｝巨七、稠算水蒸氦算定ｍ尤砂●每峙ｏＧＰｓ
翘刑｜季＝夕那２年分砸得岂ｈ苍．

１＝２新规抬上Ｕ既存●撬测地点｝乙◎舌、２缅阶５Ｏ躺翟』变

●技衔管理者江篓成岂肌愚°

逮成状祝崔ｋＯ具体的‖乙囤石尤比‖乙宫ｂ｀

摸尤尤

２＝１ 

１）既存橇测汝久子▲８６５地点●豹８割飞地上氦温·湿
度。凰向．凰速·降水盘●每诗子一夕力ｒ２年分取得岂讥石°
２）新规Ａ歹一夕彰豆彭贡Ｄ豹８割（５地点）｜乙七、地上
氦温·湿度·凰向·凰速。降水量ｏ每诗子一夕力【２年分取
ｊ旦太ｈ纫乃ˉ

２＝２新规Ａｐ一夕沙曰’夕各撬测地点飞２毛、肘１５毛捶

度ｏ技衔管理者力§萎成岂讥石°

逮成状祝崔上０具体的｝乙回悉尤约‖乙冒０｀

换之尤

３＝１ 

１〉ＰＢＬ橇测汐久子▲：新规３简所ｏＰＢＬ概测地点‖乙七、
凰向．凰速铅谊分布手＝夕力§１０分每｜乙、氦温铅谊分布子
一夕及Ｕ地表面夕歹彭夕×子一夕力§通诗｝乙、暖候期ｏ豹８
割ｏ期删｝乙抬０｀七收集岂讥毛。
２）亩丫≥卜贡口歹了〈歹一肌ＳＳ：凰向°凰速铅直分布●
子一夕力Ⅲ１０分每｝乙、氦温铅道分布子一夕力【通畴｝巨、新规
１简所、既存１简所●集中撬测地点｝二＜、迎貌的‖巨、暖侯
邯∩灼Ｒ卸ｌｏ期凹｝乙抬ｂ｀下叹巢岂加石°

３＝２ 

１）ＰＢＬ撬测汝又子么：各新规股阻点｝乙◎含２名、阶６名
ｏ技衔管理者力§搜成岂扎愚°

２）夕〈≥卜了口夕丁丫歹一：新规及呸既存ｏ撬测地点｝乙
曰盏’皋ˉ胖４名ｏ按婿管理者力ｉ篓成岂讥乙°

４ 

１）对象钡域●土壤水分、稻雪、植生、降水量（５～１０日
每）力§２年分作成言讥乙°

２）对象霞域●大氦温度、水蒸氦分布（每日）力§２年分作
能支＋Ｌ舀ˉ

逮成状况苍工｜９具体的｜已囤愚尤勋‖乙宫‖′｀

换之尤

逮成状况忿上０具体的｝乙囤乙尤的｝乙富０｀

换尤尤

５＝１子一夕茬世界｜乙公朋Ｌ尤蝎台、平均１００件／日ｏＰ口

＝Ｆ丁夕七只力§茹乙°

５＝２予－夕茬世界｝乙公删Ｌ尤塌合、１００毛捏度（橇测８０

名、毛子／ｐ１０名、衡星１０名程度）力§宁一夕老利用寸愚°

逮成状祝崔上０具体的‖乙囤石尤比｝乙宫‖′｀
换亢尤

６ˉ１平成２０年度以降｀查院臆文加５稻／年程度出版言扎苍。 逮成状汉盏上０具体的｝乙囤石尤咙‖巨宫‖′｀

换之尤

７＝１洪水予测俏辗｝乙供世乙程度ｏ糯度向上刀】示世乙°

７＝２５～６名程度ｏ尊阁家力【数值氦象予测毛子儿琶朋瘫飞

吉乙上；｜乙救愚°

逮成状祝崔主０具体的‖乙囤乙尤助｝巨宫ｂ｀

换尤尤

８＝１予警租｝二ｋ乙人的被窖、隆济被窖ｏ轻减世刀５示言扎ｂ· 逮成状况盏ｋ０具体的｝巨因已尤助｝二宫０｀

换亢尤



１９ 

｜〈／／｀＾
歹歹≥
— 

活勋

‖ˉ‖水蒸氦银测≥又子▲去殷酚°阴晃寸愚

］－２鲤南省｀于感以卜自治区、四川省｀重腿市、贫州省指主

Ｕ庄西自治区＾水蒸氦撬测彭×子▲去殷世Ｌ｀速用赋酸去

行弓

］ˉ３舆南省｀于＾γ卜自治区｀四川省｀壁度市｀贫州省翁主

Ｕ庄西自治区它●水蒸氦掇测汝又子▲ｏ现巢通用●支援去

行５

‖－５数值予测毛宁儿＾ｏ水蒸氦银测｜二傈愚才＞弓丫≥子－

夕●同化突肢壹行弓

２ˉ‖于代以卜高原及Ｕ毛●柬部周迈地域它棘台的忿氦象舰

测汝又子▲去殷酚·阴尧寸愚

峙系列苍明磁｜二药启扣寸亡勋、『阴宪．殷

叶寸愚」崔「殷针．阴凳寸已』七言０｀摸允
尤◎ 

『重鹰市、设州省扫上矿庄西自治区』｜巨ｂ

水蒸氖橇测汝×于么苍殷腿Ｌ尤尤肋、巨讥

乞３地域苍追加Ｌ亡°°

内容崔具体的｝巨反映岂甘、『入力突酸」崔『同

化夷骏』上冒‖′｀换之尤°

峙系列卷明碴｝二茹ｅ扣寸尤协、『阴聚．般

针寸乙」盏「股针．阴聚寸愚」｝巨雷‖′｀换之
尤□ 



第６章秸萧

各砰俩项目｝或、５项目０｀铲讥｝乙抬｜′｀〔ｂ良好妆桔果七救◎七（′｀愚°特仁劲率性｝乙◎｜′｀下位｀日中卷代

表寸愚氦象分野●工斗又／《一卜崔励晨Ｌ｀日本力蓟ｅ●尊阁家｝或短期派遗ｏ忍℃药己｝巨ｂ圈扣乞寸针画

｝乙先儿ｃｒ了贞卜贡彭卜苍逮成Ｌ下北０、非常‖乙高｜′｀上雷之己°二ｏ背景｝巨｝±、贡口该＝夕卜阴始以

前力、ｂｏ日中简●捣力圈傈力ｉ榴篆岂扎七‖′｀愚巨七力ｉ贡歹又｝巨懒‖′｀〔扫０、同峙｝已中国氦象局力§管理扣

上Ｕ予算措懂等‖巨拈ｂ｀七稻梗的仁什狼－卜Ｌ元０｀石二七力§理由上雷允邑°主亢自立凳展性｝二圈Ｌ币ｂ、

同ｕ〈本贡口彭二夕卜‖乙对寸石中国侧●予算力§贡口谚＝夕卜援ｂ保狂岂札七‖′｀愚二七、烹尤技衔的｝乙

ｂ力夕≥夕一／《－卜●取０粗忍力ｉ前向言℃药‖９、力斟◎中国氦象局上于＾’卜自治区、四川省｀霉南省

ｏ氦象局简｝乙指｜丁已技衔的欺寸术－卜体制力∑既｝乙整俯岂讥七｜′｀悉七０｀５撬点力〗６昆七ｂ非常｝巨高０｀上

冒尤乙。丫≥′：夕卜｝乙阂Ｌ七｝或、力夕≥夕一′《ˉ卜力ｉ他ｏ现菜磁曼｜巨技衔移耘壹行，等、－部既‖乙昆

ｂ讥已部分ｂ药０现峙点｝乙扫｜′｀＜ｂ稠拯的‖巨砰俩吞言石上考尤愚。

第７章提富及江教副｜｜

７ˉ１提言

１）本贡口谚二夕卜｝立、第２夕二－欠ˉ唇｝丈、贡口爱＝夕卜ｏ中心办ｉ宁ˉ夕橇测●基盟整偷力到ｅ壬子

′‖／阴宪上（′｀５研究｝乙焦点力宽移行寸愚°今援位分野别●上Ｏ密接救■乏二二扩一≥曰≥力ｉ必要｝乙

救石力ｉ、第１歹二－贰七同檬｀劫果的救突施体制崔榴第Ｌ七（′｀〈二上琶提富寸愚．

本贡口爱二夕卜｜乙上己｛二日中膨力‖二上◎ˉ〔世界ｏ屋根「于＾ｙ卜高原」及Ｕ周迈地域℃新尤救

氦象捻合撬测≥又于▲力§榷立岂札石二七｜丈、国隙的农大氦科学研究分野｝巨指｜′｀〔ｂ大变注目崔

集协＜０｀石。突隙｝巨、７爱了毛≥只－≥年（Ａ‖γ）宁０ＥＯＳＳ等●国膘氦象撬测不’卜口ˉ夕上逮携

Ｌ｀最近●国隙会融等亏ｂ韶介岂讥元｜′｀已．旦扎｝旦上０｀本夕口谚＝夕卜ｏ国隙的救寅献苍了

旨ˉ′ｐＬ、店〈韶知岂扎已二上七准愚尤协、稠握的｜乙悄银宪信寸蜀二上崔提雷寸爸°

２） 

本夕口谚＝夕卜｝丈高度｝乙尊阴的欺于一々苍极◎下‖′｀石尤协、社会的意羡位大含｜′｀ｂ◎ｏ、ＪＩＣＡ

内外石●夕口荡＝夕卜内容‖巨对寸悉理解崔得石事｜丈容易它位妆０｀°现在ＪＩｃ∧｝丈尊阁家棠耪●－

澡七Ｌ七日本藉飞●贡口彭＝夕卜韶介′ｓ≥夕Ｐ沏卜老作成中它肋０、主尤Ｃ删Ｓ位本贡口彭＝夕

卜ｏ尤协●′：≥歹Ｐ彭卜苍作成寸愚等●努力仓Ｌ下０｀爸力ｉ、今援｝±二●上；救粱材崔活用Ｌ尤

瓣演会●寞施等●应辗活勋左展阴寸石必要力§药愚。主尤｀二讥衷℃日本侧力§供与Ｌ尤檄材叁用

｜′｀、日中双方它建殷Ｌ｀中国侧ˉ百通用｜ˉ′市０｀石撬测不彭卜口ˉ夕扣上矿橇测地点｜乙拈‖′｀〔、日

本ｏ轴税者力；直接０Ｄ∧●现塌忿视察寸石「０ＤＡ民阎壬二夕一」●受入札字日中●掇道障卷案内寸

己贡Ｐ又’７一等艺夷施Ｌ、应〈一般社会＾ｏ了已一儿崔行５二七崔提冒寸石°

３） 

７ˉ２教副｜｜

本贡口爱＝夕卜｝或、既存●研究者简ｏ侵期ｏ捣力体制茬活用寸石二上｜巨上０、劫率性ｏ高‖′｀案件夷施

仓夷境Ｌ＜‖′｀愚°

２０ 

√｀／｀→ 
＜乏Ｚ一



别添资料

１·ＰＤＭ０ 

２．ＰＤⅡ１（修正援）

３．贡口爱＝夕卜寞施概念囤

４．贡口彭＝夕卜寞施体制囤

５．日本侧投入夷藏

５＝１尊阁家派遣夷赖

５ˉ２研修员受｝寸入扎寞赖

５ˉ３供与檄材

５ˉ４口－力／Ｐ■×卜鱼担突赖

６．中国侧投入突赖

６ˉ１力，≥夕ˉＪ《ˉ卜９只卜

６ˉ２夕口彭＝夕卜突施搔费

７·２００６年～２００７年ＪＩＣＡ贡口彭二夕卜橇测

８．各橇测地点℃●橇测汝只于▲ｏ逗营状况

卜橇测针面建殷造涉状祝

８ˉ１ＧＰｓ遮营状况

８－２Ａ口－夕汝曰’贡通营状况

８＝３ＧＰｓ歹彭才γ≥子诬宫状祝

８一４ＰＢＬ通堂状祝

８－５Ⅷ＋趴ｓｓ遮营状祝

′ 
γ～ 

嗣
— 



煌鳃……腮°）
′口箩工夕卜名旧中虹象娩否惶力研究七：乡夕＝’口箩工夕卜

巳施锚凹；中国氟氰局、中圈氮氰科宇研究腕

别添资料‖

□ｚ□‖ 】Ｕ■画ｕ亡

封象地城：予感锣卜高原及莎毛ｏ柬部圃迈地域 作成日：２００５年‖０月

≡— 

霉嚣鬃兰蒸撬藕；≡
丁

镊嚣鳃蟹寸…＾键挑Ｌ彪愉辙愈《｜嚣瓢鹏搬穗蹦萨翻愉铡二蕊讥｀施磷水予翻｀

需磊孺霹磊磊矗磊孺膘三盏瞒蔬ｈ兰兰 中圈ｏ氦象防蜒戴髓‖二儡愚政策‖二蛮更
力《准Ｌ｀

歹□箩＝夕卜掇告害

↑铲氟…｜二…才≥雷仁予ˉ…．晶氮．…．蛔圃镭
２毛宁′ｐ腑究｜二贵寸愚宁－夕项目．品置·量

首□箩＝夕卜租告鲁
巴．于≤锣卜高厕及Ｕ毛．京部周皿地匀０拽翱字＝夕志勉果的‖二取０迅知趋数值予翱毛字Ｊｂｏ圈
用琶五巴拦·中国国内ｏ现熏氦象予漓箩只子▲ｏ强忆

歹□箩工夕卜掇告鲁

ａ硼绳吉扛允数值氦象予副毛子儿『三≮愚豪雨再现精度

罕二磊轰磊磊蔬壶器蒜瓮蔬蔬司≡亩＝蔬蹿丽富 怕钮伍逮沙又于▲力《正常｜二搬能寸愚歹口箩买夕卜租告宫

‖ˉ｜瓣驾；瞒蜜蕴獭鞭≥雷《…腆…水蘸氮翻
前口锣工夕卜钮告害

０ˉ２水蒸氦银测彰又子▲态管理它窖愚人材数

２ˉ｜瓮阅曹……宁ˉ夕了ˉ力扩…冒．品厕炮点敏．期阎颧
罗２氦象瓤翻汝只子么盅管理它宫愚人材数

＄ˉ｜筐删叁……宁ˉ夕了ˉ力丫…目．晶置．地点敷．期＂．颧
３ˉ２掘卤＊，卜◎－夕｜三擂［寸悬集中瓤测崔管理它琶愚人材数

０＝‖利用衡显予－夕项目七前口钦夕凹仍Ⅷ甄七量

导‖宁－夕了夕七又件数〔，口箩工夕卜内部｀外部力｀邑）

５尸２子≡夕箩民子△崔利用寸愚人材数

萝□箩工々卜魁告鲁
２宇丙歹丽丽匣丽面５丽瞩页硒臣匠甭吁葛匣吾雨画蹿翻∏束虾百＝夕鳃∩攘岂扛邑

彭口谬工夕卜掇告害

前口箩二夕卜银告害
雨丽页丽幂丽陋圃页画团而雨≡圃雨福互雁用丽疆点＊外．＝夕『二霹‖滔
祭中擅阁郧翼施割ｂ邑

前□骸工夕卜翰告鲁

尹口甥二夕卜钮告雹

茧口箩工夕卜掇告害

萝口箩工夕卜赖自害

嗡文横索梦风予▲

二二；；墨；蠢；二；；：；壶幂二硼丽丽厩丽丽
厕及吓毛〖ｐ柬部周

６ˉ疆翻霞霉翻蕊露翻瞬蹦蕊… ６＝‖新ＬＬ｀知见奄绳值寸爸研瑰曲文数

歹口箩工夕卜疆告鲁

勃□箩工夕卜翱台害

歹口箩二夕卜翱告鲁

果的‖二取９迅心洪γ只扩＝儿·髓
厂蘸嘲蕊骤膘龋翻青夕 ７＝］扩＝又只夕子丫｜二主苍数恤氮象予测毛宁几ｏ豪雨再现翱度

７ˉ２数匝氦象予漓毛宁儿壹硼绳它壹悬耶『ｑ家数

０＝】宁毛≥×卜ｐ－沙己≥‖二仁邑想定被召轻诫瓤８蠢雨ｏ予副箱度向上郧龄共的社会利整｜二责寸邑宁毛≥ｘ卜归＝彰曰≥郧翼施吉扛愚
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·ˉ．■■■ｐ．—歹夕马丁丁●ｐ巳
■丁稗司■■■

≈ˉ；巾α；Ｊ＋００．÷…与牡忍．厂，ˉ｝｛
□巾『尸中

了了了７ˉ豆可言百』良单肛色皂ｋ』粒日■立〈手·』厂｝弓ˉ沪》Ｊ尸｀，→＝罗丁飞°ˉ｀巳：…

中国国内及莎日本在禽的龙京丁箩７勿氟象蜒吝扭雁溅吉札苍 ０ 
中回国内及ｕ赢７箩丁（二宙付邑氮象予翻铂翱‖已基卤Ｌ飞尤洪水予测满上莎缸象
翼宙ｑ昼戴ｏ灵ｎ倒

中国氦象周邮圈迪寸邑部暑＾攫供Ｌ尤愤
鞭献〗凹芭吉札亡翱告在

丘§士心．ˉ。…．′｀ˉ……．｜∩。：｀？锚…个，ｆ仲．ｃ′｜越＊罗鸽‖士』↓§…已可口２及＝勿卜□■ˉ△｜．旦ｒｑ司ˉ、车．却．５…；．．乓ｄˉ』～…；』

子罐砂卜寓原及诬毛ｏ京御固画地域它丘的·页的｜二向上Ｌ把■圈宁＝夕盏勉果的‖邑
取０５Ｍ′栏敌恤予圈毛罕儿ｏ■舞崔ｎｕ它·中圈田内ｏ现囊氟象予溜彰舞子▲郧
浊化吉札愚

鞠８困仍断规Ｇ鹃魁铡地直｜二捌｀亡蔽算水燕氮Ⅲ算定ｏ庇的ｍ每畴ｏ锤Ｓ颧
］副子－夕及ｕ毗ｓ地点（５地点）［二挪｀宅地上氟疆·恿度、凰向·巴速｀阵水Ⅲｏ

２ 

ａ 

ｑ 

每畸宁－夕鄙２年分取褐吉扎苟·

霸枷笛所＠阳Ｌ０＂碉地点‖己它、田肉．犀遭篮Ⅲ分布至≡盅越ｌ９岔翅矗舅鲤β
血分布宁ˉ夕及Ｕ地矗西可亏锣夕民宁－夕献函峙〖二｀咀候期叼的８葡ｍ丽面！二芦
ｐ七叹纂吉札愚·束土大氮ｏ阅疽擒遗·闺冰且ｏ窒旧分布·土填水分分布＠衡
旦歹□舒夕ｙ《５日平均租度）渺２年分取揭吉扎已．
朋纯吉轧定敏值氮揪予副毛宁儿［二主己潭雨再现箱度日鳞水予剧佰瓤｜二侠世已租
度ｍ精度向上力《示甘愚·

Ｇ尸ｓ哩阁乍阳Ｌ‖Ⅲ翻等、高度噬氟象钮翻不外勺ˉ夕ｍ靠鸦Ｐ残′‖′ｏ蛊田＠逆
掺度

巳凛髓Ｐ＾儿它ｏ宁ˉ夕同化蜜用０、亡数恤虹象予副毛予儿ｏ朋免｀利用＠迫掺度

歹□箩工夕卜翱告吝

前□谬工夕卜瓤告杏

引□荡工夕卜鞭告召

可口箩工夕卜侧告吝

刮□箩工夕卜儡告杏

中国仍氮象防烫栗霸‖二儡爸政滚‖乙魔
Ⅲ淑忿Ｌ飞

氮触防诞｜二阴Ｌ七】【丁爹丁地填储国
邮馏力寸愚

》」飞｀睁缺％′丁『占ˉ坠色ˉ÷．°飞·』，、．．？》｀：亭ｋ『≠Ａ式吧轰ˉ叮回卜刁囱卜…。″～·≡：ｆ飞．．飞０…ｄ～…‖尸∧…．．‰．

０ 子‘《暂卜在盯及呸号ｏｘ部闺囤地壤‖二水燕氮倔图才≥亏丫≥＊外团ˉ夕渺刺『
篆吉才ｂ悉
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』阐０攘吉扛巷
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叼大氮－隐西相互作用◎拽点＊锣卜■－

耳捶台的忿衡■利用沙舞子▲郝闸０瘴吉轧邑

５子彻ⅧＨ里呼号堕Ｈ潭困四地坡酒＠
°宁＝夕汐贝导▲郝而『矗吉才谣

瓤圈宁－夕志劫只的‖二利用寸恐企的

６中国国肉盈＂ｐｒ”呸【盘塑吝槽惑】【■唱Ⅱ塑龋蟹嚣卵醒及Ｕ
牟丽百矗面前盛‘·茄ｎ宜■■嚣面画应■＠Ｊ喻二ｘ▲叼田解邮肉上寸愚

７ 于吨凹卜在邱及莎毛＠京部闽迈绝月■石＠■图宁～夕蜜劫果的‖二取ｇ迅心认罗只
伊＝儿·钮填只扩＝几叼ｎ笆氮酞予■毛宁帅″田摊吉才Ｌ邑

８ 凉阑ｏ予圈铂度向上郧幽共酶杜盒喇益『二寅寸邑予毛≥民卜″－诊骂≥郧翼缸
吉‖喝
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２ 

０ 皆

新规（二２４地点『二Ｇｐｓ钮副点邮股■吉札、豹日割叼地点（∏＝０Ｓ地凰》《二℃、Ⅷ算水
燕氮算定＠尤协ｏ每畸ｍ″ｓ颧测宁ˉ夕鄙２年分取得古扎忌·

新规揖≮Ｕ匿存ｏβ】副

乱…裙……
地点仁□宫·２名酚６０名租度＠技惭笆理者力《羹戚古加

萝×子么＄６５地点ｍ鞠８割它地上氦沮◎遇度．田向°压趣．阵水丘叼
鄙２年分取侣吉蕊愚·
ｓｏ鞠日割《６地点）『三适、地上氦沮°湿度．

郧２年分取辊吉札邑·

田向·田速．降水且＠每踌

醒霸规Ａ‖‖Ｓ各钮剩地点它２名｀叶】５名租度仍技箭擅理者力峰咸吉札爸·

ｏｐ日四铡沙又子▲：新挪圆所．肥Ｌ哩圈地点‖幸哩囱·邱鲤匹濒云三
夕鄙‖０分撵『二、氦沮始血分布宁～夕及莎地髓四习亏”只宁ˉ夕力《面畸｜二｀阻陕

’ˉ｜；辨鹏！辨灌嘿蕊捻懒…酶宁ˉ夕愈《！ｏ分趣′忌．…
匹分布宁＝夕郝翘畸‖二、新舰〗瞳丽·既存‖田所勿集中钮剧地点｜或·迫蜕的
』二｀跟候期仍豹日割ｏ期因‖二捎↓｀七驭氟吉札已·
ｏ尸日Ｌ因ｌ甜莎只子△；各霸规ｎ曰点｜二◎宫２名｀叶０名ｐ技橱口理者江羹戚古扎

…息…向°司７扫ˉ：橱耀及莎魔藤ｏ翻瓢跑息｜二°詹绳．叶４名°技镰檀
碉者力叫匪咸吉扎邑旬

忽ˉｌ８鳃镶留搬麓辗撇翻腮蹋瓣露，作戚…
盼０宁－夕程世界『二公圈Ｌ北墙台·平均ｍ件／日●Ｄ■ˉ阿夕七又鄙蓖§·

５＝２ 
予－夕壹世界『二公阴Ｌ尤隅台｀‖００名租度《佃翱凹名｀毛乎儿‖０名、衡旦‖０名租
度》颧宁＝窃崔利用寸已·

６＝‖平咸２０年度以阵·透臃〗白文ｂ《５Ⅷ／年租瞳出照吉轧爸·

产０洪水予聪怕儡｛二供世邑租窿ｏ箱度向上ｈ《示甘苞·

７＝２５～６名租度ｏ枣∩家邮敝笆伍缸予测毛宁′畸朗鳃它台邑蹿‖二杠邑·

匪０予密翱『二仁己人的被吝、僵渍被害＠怪涎且ｈ《示古札爸·

前口荡工夕卜粗告杏

歹口箩工夕卜翱街谷

前■箩工夕卜翱告窑

彭□谬工夕卜辙告杏

，口箩工夕卜儡告吝

歹□谬工夕卜蛆告谷

彭□箩工夕卜翱街■

歹口谬二夕卜儡台宫

歹□箩工夕卜粗齿吝

田文梭康沙又宁上

前口爹＝夕卜鞭台谷
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馆纽僵逮彭风宁▲力《正常‖三攫能寸邑

予算力０随保吉札｀掇材艳持管理ｂ《翘
切‖二行扣札己
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□箩工夕卜活勤突施‖三大幅软可丫十只
ｍ影雷奋粤ｘ您０｀

心＝吁…〃Ⅱ＝苛。■■舞面』＝ｍ组墨山■乃Ｔ睡配者对拉地烛自于罐囱卜高原及Ｕ号ｏ京鄙因皿地绒改定□＄２００了年９月２５日
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圈儒拽闽＠可□梦工夕卜突施体制囤

＿ˉ〔巫ｉ五］
中国氦象局〔０‖‖胁

国隐台作司、予测诫鲤司、匿测辅腿司·科技弗殷司

国家氦象七≥夕－

中国氦象局敏育百成七≥夕＝

国家衡星氟象七≥夕－

国家氦象佃掇七≥’－

科学研究院
舰ｓ》

象
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氮国中
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于咸，卜高原大氟琢填研究蔚

象局
琢填研究蔚 成七≥夕＝
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可不
正副前口够工夕卜
可不一箩午－四川省虹象局

中国氦蘸局成都在原研究所
箩午－

原研究所

Ｈ南省氦象局
Ｈ南省氦象局科学研究所研究所

力亩≥夕＝
Ｊ《－卜

夕＝

毛仍他ｏ阴儡掇圈＊

寞施檄圈

寺 ＊上肥『毛仍他ｏ圈懦掇圈」以外‖二七·重窿市｀贯州省、废西自治区｜二掂↓｀定水蒸氦擅测≥×于△力《殷缸吉札允°



｜章） 别添资料５＝‖

～足
丁

尊阴家氏名
指遵分野

＜Ｒ１９徽８月１日付交代＞

派遣期圃

（２００７年度予定）

投入人月
２００５年度

投入人月
２００６年度

投入人月

２００７年度予定

斟体‖丈～８月３１日诗
点寞搬）

派遣峙＠所属

小池俊雄 瓣括

２００５／１２／３～２００５／１２／９ 

２００６／３／１２～２００６／３／１８ 

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３／２４ 

（２００７／９／１４～２００７／９／２６） 

（２００８／３／上旬、９日闹）

０·４７ 

０．４７ 

ｏ·７３ 

柬京大学

石川裕彦 境界眉橇测．解析

２００５／１２川～２００５／１２／８

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３／２１ 

《２００７／９／１６～２００７／９／２２）

（２００８Ｂ／上旬、５日圃）

０。１７

０·３７ 

０．ｑ０ 

京都大学

木村富士男 ＧＰＳ撬测°解析／髓域氦候毛子儿

２００５／１２／３～２００５／１２／９ 

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３／２１ 

《２００７／９／１６～２００７／９／２２）

（２００８旧／上旬、５日圃）

０·２３ 

０·３７ 

０·４０ 

筑波大学

上野健一 降水橇测°解析

２００５／１２／３～２００５／１２／９ 

２００６／９随～２００６／９／１２

２００７／３／１８～２００７Ｂ／２１ 

（２００７／９／１６～２００７／９／２２） 

《２０ｏ８／２／下旬力、岛３１日闹）

０．２３ 

０·３７ 

１．２７ 

筑波大学

谷口健司 大氦搁测．解析

２００５／１２／３～２００５／】２／９

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３／２１ 

（２００７／９／１６～２００７／９／２２） 

（２００８／２／下旬力∑Ｂ３１日阎）

０·２３ 

０·３７ 

１·２７ 

柬京大学

简井措行
碑土／稍雷翻测．解析

＜橇测°情辗汝又子么腮整＞

２００５／１２／３～２００５／１２／９ 

２００７／３／１８～２００７／３／２１ 

（２００７／９／１６～２００７／９／２２） 

（２００Ⅳ１０／ˉ 亏旬力毛４２日阔）

（２００８／２／下旬力咱３３日阎）

０，２３ 

０，１３ 

２。７３

柬京大学

－０－～ˉＯⅢ■ˉ＜■≡旦≡＝旨∏■兰＝些≡工空乞些盟津β



｜℃ 别添置料５ˉ‖

尊阁家氏名
指遵分野

＜‖１９．８月１日付交代＞

派遣期阎

（２００７年度予定）

投入人月

２００５年度

投入人月

２００６年度

投入人月

２００７年度予定

嚼体‖或～８月３ｌ日峙
点寞艘》

派遣诗ｏ所属

是谷川泉 衡星银测／键括捕佐１

２００５′１２′３～ｚ００５′ｌ〃’

２００６旧′１２～２００６′３′ｌ８

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３′２４ 

『２００７／９／１４～２００７／９／２ｏ

『２Ｏｏ８Ｅ／上『可｀９日圃）

０·４７ 

ｏ·４７ 

０．７３ 

柬京大学

玉川膀馏
铲＝夕蕊合化§″《子▲

（丁＝力《彭·谚又子▲股针》

２００５′１２′３～ ２００５′１刀９

２００６／１０／１６～２００６′１０′２２ 

２００７′３／１８～ ２００７／３′２１ 

『２００７′９／１６～２００７／９′２２》

《２００８／３／上旬、５日圃）

０·２３ 

０。３７

α牟０

柬京大学

赐坤
大氦ˉ隘面殊〗′’《夕－儿输合

毛子／Ｐ

２００’１２′３～ ２００５′１２′９ 

２００６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７／３／１８～２００７／３／２１ 

０，型

０°３７ 
柬京大学

藤井秀幸 掇测·情辙ｓ′屎于▲酮整

２００５／１２／３～２００５′１２′９ 

２Ｏ０６／２／２～２００６阉／２８

２ｏ０６／８／２１～２００６／９Ｂ０ 

２ｏｏ６′１ｏ／１５ ～２００６／１２′２１９ 

２００６／３／１２～２００６／３′２‘‖ 

２００７′６′６～２００７／７′ｌ７ 

２·０７ 

４００ 

Ｉ．‘０ 

日本氦象憾会

柬京大学

速藤孽秀 银测汝×子▲圈逮叶圃隘理

２００５′１２Ｂ～ ２００５′ｌ２′９ 

２００６／２／２～２００６Ｂ／２３ 

２００６″／〗５～２０ｏ６／８′１３

２００６／９／１４～２００６／１０／２６ 

２００７／３／１８～２００７／３／２斗

２００７／６／２５～２００７／８／３ 

（２Ｏｏ８／１０／下旬力咱｀２７日＂）

『２Ｏ０８Ｅ′上旬｀７日＂）

１·９０ 

２·４７ 

Ｊ·ｊｊ 

１·ｌ３ 

日本氦象憾会

岩田耪司 予≡夕就合化：″〈子么（氦象
情辗利用｝／德括捕佐２

２００５′１２／３～２００５′ｌ２′９ 

２００６／３／ｌ２～２００６′３′〗８

２ｏ０６／１０／１６～２００６／１０／２２ 

２００７阉／１８～２００７／３／２４

（２００７′９／１４～２００７／９／２６） 

（２００８′３／上旬、９日闹）

０·０７ 

０．４７ 

α殉

日本氦象撼会

魔圈 ＜碘土／稠雷橇测．解析＞
（２００７／９／１４～２００７／９／２６） 
『２００８／３／上旬｀５日圃）

０·鸟０ 柬京大学

ˉˉ■＝·口已＝一Ｇ尘→■≡■■叁■≈＝Ｑ止ｋ■叮宙酗■

＼；≤ 



｜、〕 别添置料５＝２

司本侧投〕＼夷瞩

÷ 

研修凰氏名
配圃言扎＜ｂ｀愚

分野
受入期固 研修内容及Ｕ受入槛阂 受入当峙●役毗

现在ｏ役瞄及莎
雕瞻年月、雕赋先

‖ａ，＂ｅｉｇｉａｎｇ 
黑惮瞄

大氦境界屑撬测及
峦子－夕解析

２００６／１０／３１ 
～２００６／１２／２６ 

■国立大学法人京都大学
＜内容＞境界眉概瞒、放射针测、乱流针测、贡口夕丁
丫亏ˉ瓣藕．突晋、地表熟收支解析等
■氖象厅氮象研究所
＜内容＞境界唇·熟收支●基磁、ＰＢＬ夕歹－橇测、湖面
翻测、店域熟叹支、子≡夕解析案晋等

中国科学院中科院寒区旱
区潭境舆工程研究所

／ＡＳｓｉＳｔａｎｔＲｅＳｅａｒｃｈｅｒ 

中国科学院中科院寒区旱
区蹋境舆工程研究所

／ＡＳＳｉＳｔａｎｔＲｅＳｅａｒｃｈｅｒ 

２ｈａＯ，Ⅺｎｇｂｉｎｇ 
趟星兵

大氦境界屑橇测及
邯子－夕解析

２００６／１０／３１ 

～２００６／１２／２６ 

■国立大学法人京都大学
＜内容＞境界厨概髓、放射引测、乱流针测、扩口夕了
丫歹－藕臻°突晋、地表熟收支解析等
■氦象厅氦象研究所
＜内容＞境界眉．熟收支●基磁、ＰＢＬ夕ｐ－溺测、湖面
巍测、庄域熟收支、子－夕解析卖晋等

中国氦象局成都高原研究
所／ＡＳＳｉＳｔａｎｔ
ＲｅＳｅａｒｃｈｅｒ 

中国氦象局成都高原研究
所／ＡＳＳｉｓｔａｎｔ
ＲｅＳｅａｒｃｈｅｒ 

ｓｈｉ 】 Ⅺａｏｙｉｎｇ 

施晓瞳

ＧＰｓ稻算水蒸氦撬
测及Ｕ子一夕解析

２００６／１０／３１ 

～２００６／１２／２６ 

■国立大学法人筑波大学
＜内容＞ＧＰｓ可降水量ｏ氦象学的性贸●翻查。理解、 全

天遇延量力咱可降水量＾ｏ变换精度●理解、遇延量砰
俩｝乙及睡寸漂差＠理解、降水ｋ可降水量ｏ航针的圈
保、大氦安定度拦饱和可降水量ｏ朗傈”理解等

中国氦象科学研究院／研
究员

中国氦象科学研究院／研
究昌

Ｚｈａｎｇ，ｓｈｅｎｇｊｕｎ 

强腾霓

数植氦象予测毛子
／Ｐ七子－夕同化手

法幻阴毙

２００６／１０／３１ 

～２００６／１２／２６ 

■国立大学法人筑波大学
＜内容＞数值毛子／ｌ／用引算涉－／《ｏ利用法、数值毛子
／｜／‖ＲＦ●々二二了′ｐ学晋、‖ＲＦｏ突地ＲＵＮｋ特性ｏ把握、
‖‖ＲＦ｝乙工愚子－夕同化原理●理解、及Ⅶ突戳等
■国立大学法人柬京大学
＜内容＞９唱ˉ卜七≥汝≥夕”基磁、障面扩口七又毛
子／ｐ、陵面同化汝×于人睦面同化汝×于＾七大氦毛
子ＪＰ四力’贡９≥夕｀于＾彭卜氦象予－夕●用意、陛
面同化讶只于▲ｏ庄用等

中国氦象科学研究院
／ＡＳＳｉＳｔａｎｔＰｒＯｆｅｓＳｏｒ 

中国氦象科学研究院
／ＡＳＳｉＳｔａｎｔＰｒＯｆｅＳＳＯｒ 

日本侧投入突艘 研修晨ｏ受入夷箱



｜、 别添置料５－２

日本侧投入夷霜－研修晨ｏ受人夷箱

寺

研修员氏名
配馒岂肌〔‖｀石

分野
受入期闹 研修内容及ｄ受入檄圈 受入当恃ｏ役辙

现在ｏ役赋及Ⅷ
雕瞧年月、雕瞒先

＜２００７年度９月、及Ⅷ１０月力吧阴始＞

Ｌｉ，Ｐｅｉｙａｎ 

李倍彦
ＧＰｓ子ˉ夕姐理

２００７／１０／１ 

～２００７／１０／３１ 

■日本ＧＰＳ’９二ˉ汝曰≥爽株式会社
＜内容＞ＧＰｓ●原理·概要、ＧＩＰｓγ解析夷晋、ＧＰｓ氦象
学、９丁／Ｐ夕丫＾ＧＰｓ解析演晋等

中国氦象科学研究院
／ｓｅｎｉｏｒＥ∩ｇｉｎｅｅｒ 

中国氦象科学研究院
／ｓｅｎｉＯｒＥｎｇｉｎｅｅｒ 

‖ａｎ‖Ｔａｉｙａｎｇ 
王太赐

宦扩≥Ｆ歹口夕了
丫亏翻测

２００７／１０／１ 

～２００７／１０／３１ 

■国立大学法人京都大学
＜内容＞境界屑概瞒、撬测手法概髓、放射·乱流哥
测、贡口夕了丫亏－瓣赣·夷晋、地表熟收支解析等
■西菱露氦株式会社
＜内容＞贡口歹了丫亏＝瓣揍、及邯突晋

于硅彭卜那曲氦象局

／ＡｓＳｉＳｔａｎｔＥｎｇｉｎｅｅｒ 

于＾’卜那曲氦象局
／ＡＳＳｉＳｔａｎｔＥｎｇｉｎｅｅｒ 

Ｌｉｕ，Ｊｊａｎｙｕ 

制建宇

，丫≥卞贯口歹了
丫亏橇测及Ⅷ大氦
境界屠橇测

２００７／９／１ 
～２００７／１０／３１ 

■国立大学法人京都大学
＜内容＞境界厨概龋、撬测手法概髓、放射°乱流针
测、贡口歹了丫歹＝瓣藕°突晋、地表熟收支解析等
■氦象厅氦象研究所
＜内容＞境界展·熟收支●基磁、ＰＢＬ夕歹－撬测、湖面
撬测、庄城熟收支、子←夕解析突晋、氦象台子－夕熟
收支解析等
■住友馏工株式会社
＜内容＞乡口页了″亏一瓣赣、及诬突晋

霉南省氦象研究所

／Ｅｎｇｉｎｅｅｒ 

霉南省氦象研究所
／Ｅｎｇｉｎｅｅｒ 

‖ａｎｇ，γｏ∏ｇＪｉｅ 
王永傈

大氦境界屑撬测
２００７／１０／１ 

～２００７／１１／３０ 

■国立大学法人京都大学
＜内容＞境界眉概静、橇测手法概瞒、放射·乱流针
测、乡口夕了丫亏ˉ瓣巍·卖晋、地表熟收支解析、衡
星子－夕解析等
■氦象厅氦象研究所
＜内容＞境界眉．熟收支ｏ基磁、ＰＢＬ夕歹≡橇测、湖面
翻测、应城熟收支、子－夕解析突晋等

中国科学院于痕’卜高原
研究所／ＲｅＳｅａｒｃｈ

ＡＳＳｉｓｔａｎｔ 

中国科学院于题’卜高原
研究所／ＲｅＳｅａｒｃｈ

ＡＳＳｉＳｔａｎｔ 



间
日本侧投入夷赖－檄材供与夷赖及沙利用状祝

别添置料５＝３

回合同碉酪委昌会捣融翻事蹿别添强
口（２００７￡猖ｇ促

搬材番号
现地到着峙

期
掇材名（形式、／动≡）

附入俩格
（千闪）

使用钞泊ｙ 股懂（保管）塌所 现在”稼勤状祝

１ 

２ 

２００６／３ 

２００６／９ 

ＧＰｓ可降水盘盼测装懂（２４式）

ＧＰｓ亭一夕解析’歹卜（ＧＩＰｓγˉ０ＡｓＩｓ∏）

３７’９２８ 

４，９１５ 

地上阔测

地上橇测
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